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電話機の機能および設定の概要
Cisco IP Phoneをネットワークに設置し、ネットワークの設定値を設定して、IP Phoneを Cisco
Unified Communications Managerに追加した後は、Cisco Unified Communications Managerの管理ア
プリケーションを使用して、テレフォニー機能を設定する必要があります。必要に応じて、電話

テンプレートの修正、サービスのセットアップ、ユーザの割り当ても行います。

Cisco IP Phoneのその他の設定値は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで変更で
きます。このWebベースのアプリケーションを使用して、電話機登録基準とコーリングサーチ
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スペースのセットアップ、社内ディレクトリとサービスの設定、電話ボタンテンプレートの修

正、その他のタスクを行うことができます。

関連トピック

Cisco IP Phoneユーザのサポート, （3ページ）
Cisco Unified Communications Managerのマニュアル
各言語ユーザのサポート

Cisco IP Phone ユーザのサポート
システム管理者は、多くの場合、ネットワーク内や社内のCisco IPPhoneユーザの主な情報源にな
ります。最新の詳細な情報をエンドユーザに提供する必要があります。

Cisco IP Phoneの機能（スピードダイヤル、サービス、ボイスメッセージシステムのオプション
など）を正常に使用するには、ユーザがシステム管理者またはシステム管理者ネットワークチー

ムから情報を入手する必要があります。また、支援を受けるためにシステム管理者に問い合わせ

可能な環境が必要です。支援を求める際の連絡先の担当者の名前、およびそれらの担当者に連絡

する手順をユーザに提供しておく必要があります。

シスコでは、エンドユーザにCisco IPPhoneに関する重要な情報を提供するために、社内のサポー
トサイトにWebページを作成することを推奨しています。

このサイトには、次のタイプの情報を含めるように考慮してください。

•サポートするすべての Cisco IP Phoneモデルのユーザガイド

• Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルへのアクセス方法に関する情報

•サポートされている機能のリスト

•ボイスメールシステムのユーザガイドまたはクイックリファレンス

電話機能
Cisco IP Phoneを Cisco Unified Communications Managerに追加した後、電話機に機能を追加できま
す。次の表に、サポートされているテレフォニー機能のリストを示します。これらの多くは、

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して設定できます。

電話機でのこれらの機能の使用に関する詳細については、『Cisco IP Phone 8800 Series User Guide
for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。プログラム可能ボタンおよび専
用のソフトキーや機能ボタンとして設定できる機能の一覧については、機能ボタンとソフトキー,
（26ページ）を参照してください。
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Cisco Unified Communications Managerの管理ページには、各種のテレフォニー機能を設定する
ためのサービスパラメータもいくつかあります。サービスパラメータへのアクセスと設定方

法については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』を参照してくだ
さい。

サービスの機能の詳細については、[サービスパラメータ設定（ServiceParameterConfiguration）]
ウィンドウでパラメータ名を選択するか、ヘルプボタン（?）を選択します。

（注）

説明と詳細情報機能

ユーザは、事前に割り当てておいたインデックスコード（1～ 199）を電話機
のキーパッドで入力することで、電話番号をすばやくダイヤルできます。

短縮ダイヤルは、オンフックでもオフフックでも使用できま

す。

（注）

ユーザはセルフケアポータルからインデックスコードを割り当てます。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の “Cisco
Unified IP Phone setup”

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Cisco Unified IP
Phone”

短縮ダイヤル

TLS1.2および新しい暗号をサポートすることで、セキュリティが向上します。
詳細については、サポート対象のセキュリティ機能を参照してください。

電話機での AES 256暗号化サポート

エージェントが事前録音したグリーティングを作成したり更新したりできるよ

うにします。このグリーティングは、エージェントが発信者と話しはじめる前

に、顧客コールの開始時に再生されます。エージェントは、必要に応じて1つ
または複数のグリーティングを事前録音できます。

エージェントグリーティングの有効化, （44ページ）を参照してください。

エージェントのグリーティング

コールがどのように電話機にルーティングされたかに関係なく、ユーザはコー

ルピックアップグループ内の任意の回線でコールをピックアップできます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Call
Pickup Configuration”の章を参照してください。

すべてのコールピックアップ
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説明と詳細情報機能

ユーザは、ダイレクトパーク機能を使用して、1つのボタンを押すだけでコー
ルをパークすることができます。管理者は、ビジーランプフィールド（BLF）
の [処理されたダイレクトコールパーク（Assisted Directed Call Park）]ボタン
を設定する必要があります。アクティブコールに対してアイドルなBLFの [処
理されたダイレクトコールパーク（Assisted Directed Call Park）]ボタンを押す
と、アクティブコールは、[処理されたダイレクトコールパーク（Assisted
DirectedCall Park）]ボタンに関連付けられたダイレクトパークスロットにパー
クされます。

『CiscoUnified CommunicationsManager Features and Services Guide』の “Assisted
Directed Call Park”の章を参照してください。

処理されたダイレクトコールパーク

ハンドセット、ヘッドセット、またはスピーカーフォンから聞こえるスタッ

ター音により、ユーザが回線で新しいボイスメッセージを1つ以上受信したこ
とが示されます。

スタッタ音は回線によって異なります。この音が聞こえるのは、使

用中の回線でメッセージを受信した場合のみです。

（注）

『CiscoUnified CommunicationsManager SystemGuide』の “CiscoUnified IP Phone”
の章を参照してください。

オーディオメッセージ受信インジ

ケータ（AMWI）

呼出音を 1～ 2回鳴らした後に、着信コールを自動的に接続します。

自動応答は、スピーカーフォンとヘッドセットのどちらでも機能します。

『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の “Directory
Number Configuration”の章を参照してください。

自動応答（Auto Answer）

電話機のポート間で最も低い速度にポートを同期し、パケット損失を防止しま

す。

自動ポート同期の設定, （49ページ）を参照してください。

自動ポート同期

ユーザは、コールピックアップのための、ワンタッチのピックアップ機能を使

用できます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Call
Pickup”の章を参照してください。

自動ピックアップ

外線コールをユーザが別の外線コールに転送することを禁止します。

『CiscoUnified CommunicationsManager Features and Services Guide』の “External
Call Transfer Restrictions”の章を参照してください。

外線から外線への転送のブロック

複数のデバイスを電話機にペアリングできます。したがって、Bluetoothを使
用するモバイルデバイスと Bluetoothヘッドセットを同時に接続できます。

Cisco IP Phone 8851NRは Bluetoothをサポートしていません。

Bluetoothマルチ接続
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説明と詳細情報機能

ユーザは、電話機のスピードダイヤルボタンに関連付けられている電話番号

のコール状態をモニタできます。

『CiscoUnified CommunicationsManager Features and Services Guide』の “Presence”
の章を参照してください。

ビジーランプフィールド（BLF）

BLF短縮ダイヤルの拡張機能です。ユーザが着信コールをモニタリングでき
るように、電話番号を設定できます。電話番号が着信コールを受信すると、モ

ニタリングしているユーザに対してシステムからアラートが発生し、コールを

ピックアップすることができます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Call
Pickup”の章を参照してください。

ビジーランプフィールド（BLF）
ピックアップ

通話の相手が話し中や通話不能だった場合、その相手が通話可能になったとき

に、ユーザの電話機に音声による通知と画面表示による通知が送信されます。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Cisco Unified IP
Phone”

•『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の
「Cisco Call Back」

折り返し

発信回線および接続回線について表示する情報を、コールに関係する通話相手

に応じて決定します。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の“Cisco
Unified IP Phone Configuration”

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Understanding
Route Plans”

•『Cisco Unified CommunicationsManager Features and Services Guide』の“Call
Display Restrictions”

コール表示の制限
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説明と詳細情報機能

ユーザは、着信コールを別の番号にリダイレクトできます。コール転送オプ

ションには、すべてのコールの転送、話中転送、無応答時転送、およびカバ

レッジなし時転送があります。

参照先：

•『Cisco Unified CommunicationsManager Administration Guide』の “Directory
Number Configuration”

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Cisco Unified IP
Phone”

•セルフケアポータルの表示のカスタマイズ

コール転送

不在転送ループを検出して防止します。不在転送ループが検出されると、[す
べてのコールの転送（Call Forward All）]の設定が無視されて呼出音が鳴りま
す。

『CiscoUnified CommunicationsManager SystemGuide』の “CiscoUnified IP Phone”
の章を参照してください。

不在転送ループのブレークアウト

不在転送ループを検出して防止します。不在転送ループが検出されると、[す
べてのコールの転送（Call Forward All）]の設定が無視されて呼出音が鳴りま
す。

『CiscoUnified CommunicationsManager SystemGuide』の “CiscoUnified IP Phone”
の章を参照してください。

すべてのコールの転送のループ防止

ユーザが、[すべてのコールの転送（Call Forward All）]の接続先を電話機で直
接設定する際に、不在転送ループが生じたり、既存の Forward Maximum Hop
Countサービスパラメータに定められたホップ数の上限を超える不在転送チェー
ンが生じたりしないように防止します。

参照先：

•『Cisco Unified CommunicationsManager Administration Guide』の “Directory
Number Configuration”

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Cisco Unified IP
Phone”

コール転送時の表示内容の設定

管理者は、すべてのコールの転送（CFA）の接続先が CFAの転送元にコール
を発信する場合にはCFAを無効にすることができます。この機能により、CFA
の接続先は、重要なコールがある場合に CFAの転送元に到達できるようにな
ります。この無効化は、CFAの接続先の電話番号が内部か外部かに関係なく
動作します。

『CiscoUnified CommunicationsManager SystemGuide』の “UnderstandingDirectory
Numbers”の章を参照してください。

不在転送の接続先の無効化

Cisco IP Phone 8800 シリーズアドミニストレーションガイド
7

電話機の機能および設定

電話機能

P881_BK_C136782F_00_cisco-ip-phone-8800_series_chapter_0101.pdf#unique_114


説明と詳細情報機能

転送されたコールを受信したときに表示される情報を設定できます。

コールの転送通知のセットアップ, （50ページ）を参照してください。

コールの転送通知

電話機のコール履歴に共有回線のアクティビティを表示できるようにします。

この機能により次の内容が可能になります。

•共有回線の不在着信をログに記録する

•共有回線のすべての応答済み着信と発信履歴をログに記録する

参照先共有回線のコール履歴の有効化, （63ページ）

共有回線のコール履歴

ユーザがコールをパーク（一時的に保存）し、Cisco Unified Communications
Managerシステムの別の電話機を使用してそのコールに応答できます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Call
Park and Directed Call Park”の章を参照してください。

コールパーク

ユーザは、自分のピックアップグループに属する別の電話機で呼出音が鳴って

いる場合に、そのコールを自分の電話機にリダイレクトできます。

電話機のプライマリ回線に、音声によるアラートと画面表示によるアラートを

設定できます。このアラートによって、ピックアップグループ内でコールの

呼び出しがあることが通知されます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Call
Pickup”の章を参照してください。

コールピックアップ（Call Pickup）

スーパーバイザは、アクティブコールを記録できます。コールが記録されて

いる場合、コール中に記録音声アラートトーンがユーザに聞こえることがあり

ます。

コールがセキュアな場合、そのコールのセキュリティステータスが Cisco IP
Phoneに鍵のアイコンとして表示されます。コールがセキュアであり、記録さ
れていることを示す音声アラートトーンは、接続先の通話者にも聞こえること

があります。

アクティブコールがモニタまたは記録されている場合、インターコ

ムコールの受信または発信は可能ですが、インターコムコールを発

信するとアクティブコールが保留になります。これにより、録音セッ

ションは終了し、モニタリングセッションは一時停止されます。モ

ニタリングセッションを再開するには、コールをモニタされている

通話者がコールを再開する必要があります。

（注）

『CiscoUnifiedCommunicationsManager Features and ServicesGuide』の“Monitoring
and Recording”の章を参照してください。

コール録音
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説明と詳細情報機能

コールの最中に別の着信コールの呼出音が鳴っていることを通知し、ユーザが

応答できるようにします。また、着信コールの情報を電話スクリーンに表示し

ます。

『CiscoUnified CommunicationsManager SystemGuide』の “UnderstandingDirectory
Numbers”を参照してください。

コール待機（Call Waiting）

標準ビープ音の代わりに呼び出し音を鳴らすオプションを、コール待機中の

ユーザに提供します。

オプションは、[一度鳴らす（Ring Once）]および [鳴らす（Ring）]です。

『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の “Directory Numbers”
を参照してください。

コール待機呼び出し音

電話番号、名前、その他の説明テキストなど、発信者の識別情報を電話スク

リーンに表示します。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の“Cisco
Unified IP Phone Configuration”

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Understanding
Route Plans”

•『Cisco Unified CommunicationsManager Features and Services Guide』の“Call
Display Restrictions”

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の“Directory
Number Configuration”

発信者 ID

発信者 IDが有効になっている電話機から、ユーザが自分の電話番号または電
子メールアドレスをブロックできるようにします。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Understanding
Route Plans”

•『Cisco Unified CommunicationsManager Administration Guide』の “Directory
Number Configuration”

発信者 IDブロック（Caller ID
Blocking）

発信側の正規化では、ダイヤル可能な電話番号として電話番号がユーザに示さ

れます。エスケープコードが番号に付加されるため、ユーザは簡単に発信者

に再度接続できます。ダイヤル可能な番号は通話履歴に保存され、個人アドレ

ス帳に保存できます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Calling
Party Normalization”の章を参照してください。

発信側の正規化
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説明と詳細情報機能

Cisco Unified Video Advantage（CUVA）とCisco IP Phoneの間の通信を確立し、
IP Phoneがビデオ機能を装備していない場合でも PCでビデオを使用できるよ
うにします。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』を参照し
てください。

SIPの CASTサポート

共有電話回線でプライベートコール以外のコールに参加できます。C割込に
よってユーザがコールに追加され、会議に変換されることにより、ユーザと他

の通話者が会議機能にアクセス可能になります。電話会議は、Cisco Unified
Communications Managerの会議ブリッジ機能を使用して作成されます。

ファームウェアリリース 10.2(2)以降では、C割り込み機能には [マージ
（Merge）]ソフトキーを使用してアクセスします。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の“Cisco
Unified IP Phone Configuration”

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Cisco Unified IP
Phone”

•『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の
「Barge and Privacy」

C割り込み

Cisco IP PhoneのUSBポートに接続することで、モバイルデバイスを充電でき
ます。

『Cisco IP Phone 8800 Series User Guide for CiscoUnified CommunicationsManager』
を参照してください。

モバイルデバイスの充電

共有 Cisco IP Phoneから自分の Cisco IP Phoneの設定（ラインアピアランス、
サービス、スピードダイヤルなど）に一時的にアクセスできます。それには、

共有 Cisco IP Phoneの Ciscoエクステンションモビリティサービスにログイン
する際に、自分の電話機の Ciscoエクステンションモビリティサービスにロ
グインします。

Ciscoエクステンションモビリティは、社内の複数の場所でユーザが業務を行
う場合や、作業場を同僚と共有する場合に便利です。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Cisco
Extension Mobility”の章を参照してください。

Ciscoエクステンションモビリティ
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説明と詳細情報機能

特定のクラスタで設定されたユーザが、別のクラスタにある Cisco IP Phoneに
ログインできます。ユーザはホームクラスタから、訪問先クラスタにある

Cisco IP Phoneにログインします。

EMCCを設定する前に、Cisco IP Phoneで Ciscoエクステンションモ
ビリティを設定してください。

（注）

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Cisco
Extension Mobility Cross Cluster”の章を参照してください。

Cisco Extension Mobility Cross Cluster
（EMCC）

拡張モジュールを電話機に追加することによって、追加のキーを提供します。

Cisco IP Phoneキー拡張モジュールを参照してください。

Cisco IP Phone 8800キー拡張モジュー
ル

Cisco IP Phone 8811に対するサポートを提供します。Cisco IP Phone 8811のサポート

Cisco IP Phone 8851NRに対するサポートを提供します。Cisco IP Phone 8851NRのサポート

Cisco Unified Communication Manager Expressは、電話機に送信される情報内で
特殊なタグを使用して自身を識別します。このタグにより、電話機はスイッチ

がサポートしているサービスをユーザに提供できます。

参照先：

•『Cisco Unified CommunicationsManager Express System Administrator Guide』

• Cisco Unified Communications Manager Expressの連携

Cisco Unified Communications Manager
Express（UnifiedCME）のバージョン
ネゴシエーション

Cisco IP Phone、パーソナルコンピュータ、およびビデオカメラを使用するこ
とにより、ユーザがビデオコールを発信できます。

[電話の設定（Phone Configuration）]の [プロダクト固有の設定
（Product Specific Configuration Layout）]で、ビデオ機能のパラメー
タを設定します。

（注）

Cisco Unified Video Advantageのマニュアルを参照してください。

Cisco Unified Video Advantage
（CUVA）

Webおよびデスクトップアプリケーションから電話をかけることができます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Cisco
WebDialer”の章を参照してください。

Cisco WebDialer

電話機ファームウェア組み込みの、またはCiscoUnifiedCommunicationsManager
からダウンロードされる呼出音をサポートします。この機能により、使用可能

な呼出音を他の Cisco IP Phoneと共通化できます。

カスタム電話呼出音を参照してください。

従来の呼出音

コールが特定のクライアントに関連するように指定できます。

クライアント識別コードのセットアップ,（51ページ）を参照してください。

クライアント識別コード（CMC）
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説明と詳細情報機能

ユーザは、各参加者を個別に呼び出して、複数の通話相手と同時に話すことが

できます。会議機能には、会議とミートミーがあります。

標準（アドホック）会議では、開催者以外でも参加者を追加または削除できま

す。また、どの会議参加者でも同じ回線上の2つの標準会議を結合できます。

[拡張アドホック会議（AdvanceAdhocConference）]サービスパラメータ（Cisco
UnifiedCommunicationsManagerの管理ページではデフォルトで無効になってい
ます）を使用すれば、これらの機能を有効化できます。

『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の “Conference Bridges”
および “Cisco Unified IP Phone”の章を参照してください。

ユーザに対し、これらの機能がアクティブであるかどうかを必ず通

知してください。

（注）

会議

EEEを有効または無効にすることにより、 PCポートとスイッチポートでの
EEE機能を制御する手段を提供します。この機能は両方のタイプのポートを
個別に制御します。デフォルト値は [有効]です。

スイッチおよび PCポート用の Energy Efficient Ethernetのセットアップを参照
してください。

PC用およびスイッチポート用の設定
可能な Energy Efficient Ethernet (EEE)

フォントサイズを変更することにより、IP phoneに表示される [通話履歴（Call
History）]および [コール画面（Call Screen）]の最大文字数を増減できます。

フォントが小さいと表示される最大文字数が増加し、フォントが大きいと表示

される最大文字数が減少します。

設定可能なフォントサイズ

Computer Telephony Integration（CTI）ルートポイントでは、仮想デバイスを指
定して、アプリケーションが宛先変更を制御している多重同時コールを受信す

ることができます。

『CiscoUnified CommunicationsManager AdministrationGuide』の “CTI Route Point
Configuration”の章を参照してください。

CTIアプリケーション

ユーザは、呼び出し中のコール、接続されたコール、または保留中のコール

を、ボイスメッセージシステムに直接転送できます。コールが拒否されると、

その回線は新しいコールの発信または受信に使用できるようになります。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の
「Immediate Divert」の章を参照してください。

すべて拒否
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説明と詳細情報機能

エンドユーザがソフトキーを使用して電話コールを録音できる機能を提供しま

す。

また、管理者は CTIユーザインターフェイスを使用して電話コールの録音を
継続できます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Features and Services
Guide』の「Monitoring and Recording」の章を参照してください。

デバイスから呼び出された録音

ユーザが、使用可能なダイレクトコールパーク番号をダイヤルまたは短縮ダ

イヤルし、その番号にアクティブなコールを転送できる機能です。コールパー

ク BLFボタンは、ダイレクトコールパーク番号が使用中かどうかを表示する
とともに、ダイレクトコールパーク番号への短縮ダイヤルアクセスにも使用

できます。

ダイレクトコールパーク機能を実装する場合は、[パーク（Park）]
ソフトキーを設定しないでください。これは、ユーザが 2つのコー
ルパーク機能を混同するのを防ぐためです。

（注）

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Call
Park and Directed Call Park”の章を参照してください。

ダイレクトコールパーク

Bluetoothを使用して携帯電話が IP Phoneに接続されている場合に、携帯電話
のバッテリおよび信号の強度を IP Phoneに表示します。

Cisco IP Phone 8851NRは Bluetoothをサポートしていません。

バッテリ強度アイコンおよび信号強

度アイコンの表示

ユーザは、着信コールや新しいボイスメッセージを電話機で示す方法をカスタ

マイズできます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Call
Pickup”の章を参照してください。

固有呼び出し音

DNDをオンにすると、コールが呼び出し状態になっても呼出音が鳴らなくな
ります。またあらゆる種類の表示や音による通知も、一切行われません。

サイレントの設定, （46ページ）を参照してください。

サイレント（DND）

管理者が複数ライン同時通話（JAL）機能および回線間直接転送（TAL）機能
を制御できます。

複数ライン同時通話（JoinAcrossLines）機能および回線間転送（TransferAcross
Lines）機能の管理, （82ページ）を参照してください。

JAL/TALの有効化/無効化

省エネのために、あらかじめ決められた時刻に IP Phoneをスリープ（電源オ
フ）および復帰（電源オン）させることができます。

Cisco IP Phoneでの Power Save Plus（EnergyWise）のスケジュール, （40ペー
ジ）を参照してください。

EnergyWise
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説明と詳細情報機能

この拡張によって、ネットワークとセキュリティの設定がログイン電話で保存

されるため、クラスタ間のセキュアなエクステンションモビリティ（EMCC）
機能が強化されます。これにより、セキュリティポリシーが保持され、ネッ

トワーク帯域幅が維持されて、訪問先クラスタ（VC）内のネットワーク障害
が回避されます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Cisco
Extension Mobility Cross Cluster”の章を参照してください。

クラスタ間のセキュアなエクステン

ションモビリティの機能強化

（EMCC）

ユーザは、ファストダイヤルコードを入力してコールを発信できます。ファ

ストダイヤルコードは、電話番号または [個人アドレス帳（Personal Address
Book）]エントリに割り当てることができます。この表の“「サービス」”を参
照してください。

PABまたはファストダイヤル用の電話ボタンテンプレートの変更, （68ペー
ジ）を参照してください。

ファストダイヤルサービス

特定のユーザが発信できるコールのタイプを制御します。

強制承認コードの設定, （53ページ）を参照してください。

Forced Authorization Code（FAC）

ユーザが、別のグループの電話番号で呼び出し音が鳴っているコールに応答す

ることができます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Call
Pickup”の章を参照してください。

グループコールピックアップ

管理者は、有線ヘッドセットの側音レベルを設定できます。

ヘッドセットの側音制御の設定, （56ページ）を参照してください。

ヘッドセットの側音の制御

コールの保留時間を制限します。制限時間が経過すると、コールは保留にした

側の電話機に復帰し、ユーザにアラートが通知されます。

復帰コールの通知は、着信コールの場合とは異なり、1回の呼出音（回線の新
規コールインジケータの設定によってはビープ音）によって行われます。こ

の通知は、コールが再開されるまで、一定の間隔で繰り返されます。

コールが保留復帰した場合は、さらに、コールバブルにアニメーションのアイ

コンが表示されます。コールのフォーカス優先度を着信コールまたは復帰コー

ルのどちらかに設定できます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Hold
Reversion”の章を参照してください。

保留復帰

共有回線を持つ電話機では、ローカル回線とリモート回線のいずれがコールを

保留したのかを区別できます。

保留状態
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説明と詳細情報機能

ユーザは、接続されたコールをアクティブな状態から保留状態に移行できま

す。

•設定は必要ありません。ただし、保留音を使用する場合には必要です。
詳細については、この表の“「保留音」”を参照してください。

•この表の“「保留復帰」”を参照してください。

保留/復帰

HTTPをデフォルトで使用することで、電話機へのファイルのダウンロードプ
ロセスが向上します。 HTTPダウンロードが失敗した場合、電話機は TFTPダ
ウンロードの使用に戻ります。

HTTPダウンロード

主要な電話番号へのコールに対して、ロードシェアリングを行います。ハン

トグループには、着信コールに応答できる一連の電話番号が含まれています。

ハントグループ内の最初の電話番号が話し中の場合、システムは、グループ内

で次に使用可能な電話番号を所定の順序で検索して特定し、その電話機にコー

ルを転送します。

参照先：

•『Cisco Communications Manager Administration Guide』の “Hunt Group
Configuration”

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Understanding
Route Plans”

Hunt Group

電話機の画面に着信コール Toast（通知）が表示される時間を設定できます。

着信コール Toastタイマーの設定, （54ページ）を参照してください。

着信コールToastタイマー（Incoming
Call Toast Timer）

Bluetoothを使用してモバイルデバイスと電話機をペアリングし、電話機を使
用してモバイルコールの発信および受信ができるようになります。

インテリジェントプロキシミティの有効化, （81ページ）を参照してくださ
い。

Cisco IP Phone 8851NRは Bluetoothをサポートしていません。

インテリジェントプロキシミティ
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説明と詳細情報機能

ユーザが、プログラム可能な電話のボタンを使用して、インターコムコールを

発信したり受信したりできます。インターコム回線のボタンを設定すると、次

を実行できます。

•特定のインターコム内線番号への直接的なダイヤル。

•インターコムコールを開始してから、有効なインターコム番号の入力を
ユーザに要求。

ユーザが毎日同じ電話機にログインする場合は、それらのユーザの

Cisco ExtensionMobilityのプロファイルを使用し、インターコム情報
を含む電話ボタンテンプレートをユーザのプロファイルに割り当て、

その電話機をインターコム回線のデフォルトのインターコムデバイ

スとして指定します。

（注）

『CiscoUnified CommunicationsManager Features and Services Guide』の “Intercom”
の章を参照してください。

インターコム

ジッターバッファ機能は、オーディオストリームについて 10ミリ秒（ms）～
1000 msのジッターを処理します。

ジッターバッファ

ユーザが、同一電話回線上にある 2つのコールを、1つの会議コールとして接
続したうえで、そのコールに留まることができます。

参加

ユーザは、モニタ対象の回線番号の回線ステータス（可用性ステータス）を通

話履歴リストで確認できます。回線ステータスには、次の状態があります。

•オフライン

•応対可

•使用中

•サイレント

コールリストの BLFの有効化, （52ページ）を参照してください。

コールリストの回線ステータス

社内ディレクトリの連絡先のステータスを表示できます。

•オフライン

•応対可

•使用中

•サイレント

コールリストの BLFの有効化, （52ページ）を参照してください。

社内ディレクトリの回線ステータス
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説明と詳細情報機能

ユーザは、コールを受けることができない場合に、ハントグループからログア

ウトし、一時的にユーザの電話機で呼出音が鳴らないようにすることができま

す。ハントグループからログアウトしても、ハントグループ以外のコールで

は、引き続き電話機で呼出音が鳴ります。

『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の「Understanding Route
Plans」

ハントグループからのログアウト

ユーザが、不審なコールを受信したことをシステム管理者に通知できる機能で

す。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Cisco Unified IP
Phone”

•『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の
「Malicious Call Identification」

迷惑呼 ID（MCID）

ユーザがミートミー会議を開始し、参加ユーザは予定の時刻に、あらかじめ決

められた番号にコールをかけます。

『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の “Meet Me
Number/Pattern Configuration”の章を参照してください。

ミートミー会議

メッセージ受信のオンおよびオフのインジケータに対する電話番号を定義しま

す。直接接続型のボイスメッセージシステムでは、指定された電話番号を使

用して、特定の Cisco IP Phoneのメッセージ受信インジケータを設定したりク
リアしたりします。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の“Message
Waiting Configuration”

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Voice Mail
Connectivity to Cisco Unified Communications Manager”

メッセージ受信

ハンドセットのランプの 1つで、ユーザに対する 1つまたは複数の新着ボイス
メッセージが届いていることを示します。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の“Message
Waiting Configuration”

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Voice Mail
Connectivity to Cisco Unified Communications Manager”

メッセージ受信インジケータ
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説明と詳細情報機能

IP Phoneの最小呼出音量レベルを設定します。最小呼出音量（Minimum Ring
Volume）

ユーザが、特定のラインアピアランスで不在履歴を不在履歴ディレクトリに記

録するかどうかを指定できるようにします。

『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の “Directory
Number Configuration”の章を参照してください。

不在履歴のログ

ユーザは、1つの電話番号を使用してビジネスコールを管理したり、デスク
トップ電話機および携帯電話などのリモートデバイスで、進行中のコールを

ピックアップしたりすることができます。また、電話番号や時刻に応じて、発

信者グループを制限できます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Cisco
Unified Mobility”の章を参照してください。

モバイルコネクト

これを使用すると、リモートワーカーは、仮想プライベートネットワーク

（VPN）クライアントトンネルを使用しなくても企業のネットワークに簡単か
つ安全に接続できます。

参照先 Expressway経由でのMobile and Remote Access, （28ページ）

Expressway経由でのMobile and
Remote Access

モバイルコネクト機能が拡張され、ユーザは自動音声応答（IVR）システムに
アクセスして、携帯電話などのリモートデバイスからコールを発信できるよう

になります。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Cisco
Unified Mobility”の章を参照してください。

モバイルボイスアクセス
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説明と詳細情報機能

スーパーバイザは、アクティブコールのサイレントモニタリングを実行でき

ます。スーパーバイザの音声はコールのどちらの側にも聞こえません。コー

ルがモニタされている場合、コール中にモニタリング音声アラートトーンが

ユーザに聞こえることがあります。

コールがセキュアな場合、そのコールのセキュリティステータスが Cisco IP
Phoneに鍵のアイコンとして表示されます。コールがセキュアであり、モニタ
リングされていることを示す音声アラートトーンは、接続先の通話者にも聞こ

えることがあります。

アクティブコールがモニタまたは記録されている場合、インターコ

ムコールの受信または発信は可能ですが、インターコムコールを発

信するとアクティブコールが保留になります。これにより、録音セッ

ションは終了し、モニタリングセッションは一時停止されます。モ

ニタリングセッションを再開するには、コールをモニタされている

通話者がコールを再開する必要があります。

（注）

『CiscoUnifiedCommunicationsManager Features and ServicesGuide』の“Monitoring
and Recording”の章を参照してください。

モニタリングおよび録音

各回線は複数のコールに対応できます。デフォルトで、電話機は1回線あたり
2つのアクティブコールをサポートし、最大で 1回線あたり 6つのアクティブ
コールをサポートします。ある時点では1コールだけが接続でき、他のコール
は自動的に保留になります。

システムでは、最大コール/ビジートリガーを 6/6以下で設定できます。 6/6を
超える設定は公式にはサポートされていません。

『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の “Directory
Number Configuration”の章を参照してください。

ラインアピアランス 1つあたりの
コール数

発信者が保留状態になっている間、音楽を再生します。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Music
On Hold”の章を参照してください。

Music On Hold（保留音）

ハンドセットまたはヘッドセットのマイクをミュート状態にします。ミュート

元の発信者の電話番号を表示することで、エンドユーザが転送されたコールを

簡単に識別できるようにします。コールはアラートコールとして表示され、

その後に発信者の電話番号が表示されます。

アラート名なし

ユーザは、オフフックにすることなく、番号をダイヤルできます。次に、ハ

ンドセットを持ち上げるか、[ダイヤル（Dial）]を押します。
オンフックダイヤル
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説明と詳細情報機能

ユーザは、ユーザのグループに関連付けられている別のグループの電話機で呼

出音が鳴っている場合に、そのコールに応答できます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Call
Pickup”の章を参照してください。

他のグループのピックアップ

この機能は、わかりやすいメッセージを提供することで、エクステンションモ

ビリティユーザの電話インターフェイスを拡張します。

エクステンションモビリティユーザ

向けの電話機の表示メッセージ

信頼リスト（TL）が更新されたときに、電話機がCiscoUnifiedCommunications
Managerにアラームを送信できるようになります。

サポート対象のセキュリティ機能を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager
の電話機信頼リスト通知

キュー統計情報の PLKサポート機能により、ユーザは、ハントパイロットの
コールキュー統計を照会することができ、情報が電話機の画面に表示されま

す。

キュー統計情報の PLKサポート

ユーザが先頭にプラス（+）記号を付けて E.164番号をダイヤルできるように
します。

+記号をダイヤルするには、ユーザはアスタリスク（*）キーを 1秒以上押し
続ける必要があります。これは、オンフック（編集モードを含む）またはオフ

フックコールの最初の桁のダイヤルに適用されます。

プラスダイヤル

電話機ではLinkLevel EndpointDiscovery Protocol（LLDP）およびCiscoDiscovery
Protocol（CDP）を使用して電力をネゴシエートできます。

LLDPの電力ネゴシエーションのセットアップ, （48ページ）を参照してくだ
さい。

LLDPでの電力ネゴシエーション

回線を共有しているユーザが、コールに自分を追加すること、および他のユー

ザのコールに関する情報を電話ディスプレイに表示することを禁止します。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の“Cisco
Unified IP Phone Configuration”の章

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“「Cisco Unified
IP Phone」”の章

•『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の
“「Barge and Privacy」”の章

プライバシー
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説明と詳細情報機能

Cisco Unified Communications Managerの管理者は、ハンドセットをオフフック
にすると Cisco IP Phoneがただちにダイヤルする電話番号を設定できます。こ
れは、緊急番号や “ホットライン”番号のコール用に指定された電話機で役立
つことがあります。

『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の “Directory
Number Configuration”の章を参照してください。

Private Line Automated Ringdown
（PLAR）

発信、折返し、不在転送などの機能を回線ボタンに割り当てることができま

す。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Cisco Unified IP
Phone”の章

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の“Phone
Button Template Configuration”の章

プログラム可能な機能ボタン

ユーザが、ボタンを押して、問題のあるコールの情報を送信できます。 QRT
は、QRTに必要なユーザインタラクションの量に応じて、2つのユーザモー
ドのどちらかに設定できます。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“「Cisco Unified
IP Phone」”の章

•『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の
“「Quality Report Tool」”の章

品質レポートツール（QRT）

ユーザは、ボタンを押すか、[リダイヤル（Redial）]ソフトキーを押して、最
後にダイヤルした電話番号にコールをかけることができます。

リダイヤル

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して、電話機のイー
サネットポートの速度とデュプレックス機能をリモートで設定できます。こ

れにより、具体的なポート設定を伴う大規模な導入のパフォーマンスが向上し

ます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerのリモートポート設定用にポー
トが設定されている場合は、電話機のデータを変更することはでき

ません。

（注）

リモートポート設定のセットアップ, （56ページ）を参照してください。

リモートポート設定
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説明と詳細情報機能

ユーザの携帯電話に直接かかってきたコールを会社の電話番号（固定電話）に

ルーティングできます。リモート接続先（携帯電話）への着信コールでは、リ

モート接続先でのみ呼出音が鳴り、デスクトップフォンの呼出音は鳴りませ

ん。携帯電話でコールに応答すると、デスクトップフォンに「リモートで使用

中（Remote InUse）」というメッセージが表示されます。これらのコール中、
ユーザは自身の携帯電話のさまざまな機能を使用できます。

『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の “Cisco
Unified Mobility”の章を参照してください。

リモート接続先へのダイレクトコー

ルの会社電話番号への再ルーティン

グ

電話画面の Call endedメッセージ表示を削除することにより、通話終了の
応答時間を改善します。

「通話終了（Call Ended）」のプロン
プトタイマーの削除

電話機に別のアクティブコールが着信したときに、回線で使用される呼出音タ

イプを指定します。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の“Directory
Number Configuration”の章

•カスタム電話呼出音

呼出音の設定

保留中のコールがゲートウェイによってドロップされないようにします。ゲー

トウェイではRTCPポートのステータスを確認して、コールがアクティブかど
うかが判別されます。電話ポートを開いたままにしておくことによって、ゲー

トウェイは保留中のコールを終了しません。

SIPの RTCP保留
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説明と詳細情報機能

セキュアな電話機で、セキュアな会議ブリッジを使用して会議コールを発信で

きます。 [会議（Confrn）]、[参加（Join）]、[マージ（Merge）]ソフトキーま
たはMeetMe会議を使用して新しい参加者が追加されると、すべての参加者が
セキュアな電話機を使用している場合にセキュアコールのアイコンが表示され

ます。

会議の各参加者のセキュリティレベルが [会議リスト（Conference List）]に表
示されます。開催者は、非セキュアの参加者を [会議参加者リスト（Conference
List）]から削除できます。 [拡張アドホック会議（AdvancedAdhocConference）]
に [有効（Enabled）]パラメータが設定されていれば、開催者でなくても会議
参加者を追加または削除できます。

参照先：

•サポート対象のセキュリティ機能

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の「“Conference
Bridges”」の章

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の
「“Conference Bridge Configuration”」の章

•『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』

セキュアな会議

リモートオフィスから電話機にログインするユーザに強化されたセキュリティ

を提供することで、EMCC機能を改善します。
セキュア EMCC

Cisco Unified Communications Managerの管理にある [IP Phoneサービスの設定
（IP Phone Services Configuration）]メニューを使用して、ユーザが登録できる
IP Phoneサービスのリストを定義して管理できます。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の“Cisco
Unified IP Phone Configuration”の章

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Cisco Unified IP
Phone Services”の章

サービス

ユーザは、電話機の [サービス（Services）]メニューの代わりにプログラム可
能なボタンを使用して、サービスにアクセスすることができます。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の“Cisco
Unified IP Phone Configuration”の章

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Cisco Unified IP
Phone Services”の章

サービス URLボタン
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説明と詳細情報機能

電話機に、着信コールの発信者 IDと発信者番号の両方を表示できます。 IP電
話機のLCDディスプレイのサイズによって、表示される発信者 IDと発信者番
号の長さが制限されます。

発信者 IDおよび発信者番号の表示機能は、着信コールのアラートのみに適用
されます。コール転送とハントグループの機能は変更されません。

この表の “発信者 ID”を参照してください。

発信者 IDおよび発信者番号の表示

Androidタブレットや iOSタブレットのユーザがBluetoothを使用してタブレッ
トを電話機にペアリングして、タブレットでのコールの音声部分に電話機を使

用することができます。

インテリジェントプロキシミティの有効化, （81ページ）を参照してくださ
い。

Cisco IP Phone 8851NRは Bluetoothをサポートしていません。

簡素化タブレットサポート

記憶されている指定番号をダイヤルします。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の“Cisco
Unified IP Phone Configuration”

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の“Cisco Unified IP
Phone”

スピードダイヤル

Cisco Unified Communications Managerの管理を使用して、SSHアクセス設定を
有効または無効にできます。 SSHサーバを有効にすると、電話機が SSH接続
を受け入れるようになります。電話機の SSHサーバ機能を無効にすると、そ
の電話機への SSHアクセスがブロックされます。

SSHアクセスの設定, （50ページ）を参照してください。

SSHアクセス（SSH Access）

指定したテレフォニー機能へのアクセスを時間帯によって制限します。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の “Time
Period Configuration”

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の “Time-of-Day
Routing”

Time-of-Dayルーティング

タイムゾーンの変更に伴い、Cisco IP Phoneを更新します。

『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の “Date/Time
Group Configuration”の章を参照してください。

タイムゾーンのアップデート
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説明と詳細情報機能

ユーザは、接続されているコールを自分の電話機から別の番号にリダイレクト

できます。

転送

転送：転送では、常にまずアクティブコールを保留にした後、同じ電話番号を

使用して新しいコールを開始します。

ユーザは、アクティブコールの転送機能を使用して直接転送できます。

一部の JTAPI/TAPIアプリケーションでは、Cisco IP Phoneの参加および直接転
送機能と互換性がないため、参加および直接転送ポリシーを設定して、同一回

線上や、場合によっては複数の回線をまたいだ参加と直接転送を無効にする必

要があります。『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の
「Understanding Directory Numbers」の章を参照してください。

転送（直接転送）

信頼検証サービス（TVS）により、証明書信頼リスト（CTL）のサイズを増や
したり、更新された CTLファイルを電話機にダウンロードしたりせずに、電
話機が署名済みの設定を認証し、他のサーバまたはピアを認証することができ

ます。 TVSはデフォルトで有効になっています。

電話機の [セキュリティ設定（Security Setting）]メニューに TVSの情報が表示
されます。

TVS

Cisco IP Phoneは、次の機能を提供することによって Unified Capabilities
Requirements（UCR）2013をサポートします。

•連邦情報処理標準（FIPS）140-2のサポート

• 80ビット SRTCPタギングのサポート

IP Phone管理者は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで特定
のパラメータを設定する必要があります。

UCR 2013

プライマリ回線が設定されていない場合、ユーザにアラートを送信します。

ユーザの電話画面に Unprovisionedのメッセージが表示されます。
未設定のプライマリ回線通知

アプリケーションウィンドウのサイズが拡大され、切り捨てられる文字列が最

小限になります。

リスト、アラート、ビジュアルボイ

スメールのユーザインターフェイス

の更新

ユーザが、ビデオ会議を表示するためのビデオディスプレイモードを選択で

きます。これは、システムに設定されているモードによって異なります。詳細

については、『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の
「Understanding Video Telephony」の章を参照してください。

Cisco IP Phone 8845および 8865のみで利用可能

ビデオモード
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説明と詳細情報機能

電話機のビデオサポートを有効にします。CiscoUnifiedCommunicationsManager
の [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、ビデオコールに対して
ビデオ機能のパラメータを有効化する必要があります。デフォルトでは有効に

なっています。

Cisco IP Phone 8845および 8865のみで利用可能

ビデオサポート

Cisco Unified IP Phone、パーソナルコンピュータ、および外付けビデオカメラ
を使用することにより、ユーザがビデオコールを発信できるようにします。

この機能では、ユーザが Cisco Jabberまたは Cisco Unified Video Advantage製品
を使用したビデオコールを行うこともできます。

Cisco IP Phone 8845および 8865のみで利用可能

PCからのビデオ

グラフィカルインターフェイスでボイスメールのオーディオプロンプトを置

き換えます。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/ps9829/prod_installation_guides_
list.html#anchor3にある『Installation and Configuration Guide for Visual Voicemail』
を参照してください。

表示によるボイスメール

コールに応答がない場合に、発信者がメッセージを残せるようにします。

参照先：

•『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「“Cisco
Voice-Mail Port Configuration”」の章。

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の「“Voice Mail
Connectivity to Cisco Unified Communications Manager”」の章。

• Visual Voicemailのセットアップ, （79ページ）

ボイスメッセージシステム

HTTPなど、すべてのWebサービスへのアクセスを無効にすると、セキュリ
ティが強化されます。Webアクセスを有効にすると、ユーザはWebサービス
にのみアクセスできます。

Webアクセスはデフォルトで無効に
なっています。

機能ボタンとソフトキー
次の表に、ソフトキーで使用可能な機能、専用機能ボタンで使用可能な機能、さらにプログラム

可能な機能ボタンとして設定する必要がある機能を示します。この表の「X」は、その機能が対
応するボタンのタイプまたはソフトキーでサポートされることを意味します。 2つのボタンタイ
プとソフトキーのうち、プログラム可能な機能ボタンだけはCisco IPPhoneの管理ページでの設定
が必要です。
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プログラム可能な機能ボタンの設定の詳細については、電話ボタンテンプレート, （65ページ）
を参照してください。

表 1：機能とボタンおよびソフトキーの対応

ソフトキープログラマブル機能ボタ

ン

専用機能ボタン機能名

Xアラートコール

Xすべてのコール

XX応答

X

（マージとして表示）

割込み

XX折り返し

Xすべてのコールの転送

XXコールパーク

Xコールパークの回線ス

テータス

XXコールピックアップ

（ピックアップ）

Xコールピックアップの

回線ステータス

XX会議

X転送

XXサイレント

XXグループピックアップ

XX保留

Xハントグループ

Xインターコム

XX迷惑呼 ID（MCID）
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ソフトキープログラマブル機能ボタ

ン

専用機能ボタン機能名

XXミートミー

XXモバイルコネクト（モ

ビリティ）

Xミュート

XXその他のピックアップ

Xキューステータスの

PLKサポート

Xプライバシー

Xキューステータス

（Queue Status）

XX品質レポートツール

（QRT）

X録音

XXリダイヤル

XXスピードダイヤル

XXスピードダイヤルの回

線ステータス

XUSBヘッドセットの保
留ボタンのサポート

XX転送

Expressway 経由での Mobile and Remote Access
Expressway経由でのMobile and Remote Accessを使用すると、リモートワーカーは、仮想プライ
ベートネットワーク（VPN）クライアントトンネルを使用しなくても企業のネットワークに簡単
かつ安全に接続できます。
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Expressway経由でのモバイルおよびリモートアクセスのマーケティングベータリリースで
は、お客様が機能をテスト、評価できますが、実稼働環境で使用することは推奨されません。

将来のファームウェアロードで機能が正式にリリースされるまでは、公式のシスコ TACサ
ポートがありません。フィードバックの提出をご希望のユーザは、cefeedback@cisco.comに電
子メールを送信することができます。詳細ついては、リリースノートを参照してください。

（注）

Expressway経由でのMobile andRemoteAccessはCiscoExpresswayと関連して機能するため、『Cisco
Expressway Administrator Guide』、『Cisco Expressway Basic Configuration Deployment Guide』など
の Cisco Expresswayのマニュアルをよく読んでおく必要があります。

Expressway経由でのMobile and Remote Accessの操作方法については、以下の資料も参照してくだ
さい。

• Cisco Preferred Architecture for Enterprise Collaboration, Design Overview

• Cisco Preferred Architecture for Enterprise Collaboration, CVD

• Unified Communications Mobile and Remote Access via Cisco VCS Deployment Guide

• Cisco TelePresence Video Communication Server (VCS), Configuration Guides

お客様への出荷時に電話機のファームウェアが最新ではないことがあります。 Expressway経由で
のMobile andRemoteAccessが機能するには、ファームウェアリリース 10.3(1)以降にアップグレー
ドする必要があります。

電話の登録プロセス中に、電話機に表示される日時がNetworkTimeProtocol（NTP）サーバと同期
されます。 Expressway経由でのMobile and Remote Accessでは、日時の同期に指定される NTP
サーバの IPアドレスを特定するためにDHCPオプション42タグが使用されます。ただし、DHCP
オプション 42タグが設定情報の中に見つからない場合、電話機は 0.tandberg.pool.ntp.orgタグを検
索して NTPサーバを識別します。

登録後、電話機は SIPメッセージの情報を使って表示日時を同期します（ただし Cisco Unified
Communications Manager電話設定で NTPサーバが設定されている場合を除く）。

いずれかの電話機の電話セキュリティプロファイルでTFTP暗号化設定にチェックマークが付
いている場合、Mobile andRemoteAccessでその電話機を使用することはできません。これは、
MRAソリューションがCAPF（Certificate Authority Proxy Function）とインタラクティブに機能
するデバイスをサポートしないためです。

（注）

導入シナリオ

次の表に、Expressway経由でのMobile and Remote Accessのさまざまな導入シナリオを示します。
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/tsd-products-support-series-home.html


アクションシナリオ

企業ネットワークが検出され、電話機が Cisco
Unified CommunicationsManagerに正常に登録さ
れます。

Expressway経由でのMobile and Remote Access
導入後に、社内ユーザが企業ネットワークにロ

グインします。
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アクションシナリオ

オフプレミスユーザが Expressway経由での
Mobile andRemoteAccessで企業ネットワークに
ログインします。
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アクションシナリオ

電話機はオフプレミスモードになっていること

を検出し、Expressway経由でのMobile and
Remote Accessサインインウィンドウが表示さ
れて、ユーザが企業ネットワークに接続しま

す。

ユーザがネットワークに接続するには、有効な

サービスドメイン、ユーザ名、パスワードが必

要です。

また、ユーザは、企業ネットワークにアクセス

する前に、ネットワーク設定をリセットして、

代替 TFTP設定をクリアする必要もあります。
これにより代替 TFTPサーバ設定がクリアされ
るため、電話機が構外ネットワークを検出し、

VPN接続の確立を停止します。

電話機が出荷状態のまま導入される場合、ユー

ザはネットワーク設定のリセット要件をスキッ

プできます。

詳細については、『Cisco IP Phone 8800 Series
User Guide for Cisco Unified Communications
Manager』の「Maintenance」の章の「Basic
Reset」の項を参照してください。

詳細については、『Cisco IP Phone 8800 Series
User Guide for Cisco Unified Communications
Manager』の「Maintenance」の章の「Basic
Reset」の項を参照してください。

ユーザのネットワークルータでDHCPオプショ
ン 150またはオプション 66が有効になってい
る場合は、企業ネットワークにログインできな

い場合があります。ユーザはこれらの DHCP
設定を無効にするか、スタティック IPアドレ
スを直接設定する必要があります。

『Cisco IP Phone 8800 Series User Guide for Cisco
Unified Communications Manager』の「Advanced
Operations」章の「Set Up aVPN Phone forMobile
and Remote Access Through Expressway」の項を
参照してください。

『Cisco IP Phone 8800 Series User Guide for Cisco
Unified Communications Manager』の「Advanced
Operations」章の「Set Up aVPN Phone forMobile
and Remote Access Through Expressway」の項を
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アクションシナリオ

参照してください。

ユーザは、基本リセットを実行する必要があり

ます。詳細については、『Cisco IP Phone 8800
Series User Guide for Cisco Unified Communications
Manager』の「Maintenance」の章の「Basic
Reset」の項を参照してください。

ユーザは代替 TFTP設定を構成する必要があり
ます（[ネットワーク設定（Network settings）]
> [代替TFTP設定（Alternate TFTP setting）]）。

『Cisco IP Phone 8800 Series User Guide for Cisco
Unified Communications Manager』の「Advanced
Operations」の章の「Set Up a Phone for Use with
VPN」の項を参照してください。

Expressway経由でのMobile and Remote Access
導入後、オフプレミスユーザは VPNを使用し
て企業ネットワークにログインします。

Expressway 経由での Mobile and Remote Accessで利用可能な電話機能
Expressway経由でのMobile and Remote Accessを使用すれば、シスコのモバイルおよびリモート
ユーザは、VPNを使用せずに安全にコラボレーションサービスにアクセスできます。ただし、
ネットワークセキュリティを維持するために、電話機能の一部が制限されます。

次に、Expressway経由でのMobile and Remote Accessで利用可能な電話機能のリストを示します。

•短縮ダイヤル

•処理されたダイレクトコールパーク

•ビジーランプフィールド（BLF）

•ビジーランプフィールド（BLF）ピックアップ

•ビジーランプフィールド（BLF）スピードダイヤル

•折り返し

•コール転送

•コールの転送通知

•コールパーク

•コールピックアップ（Call Pickup）

•会議

•直接転送

•ダイレクトコールパーク
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•転送

•グループコールピックアップ

•保留/復帰

•保留復帰

•即時転送

•参加

•ミートミー会議

•メッセージ受信インジケータ

•モバイルコネクト

•モバイルボイスアクセス

• Music On Hold（保留音）

•ミュート

•オンフックダイヤル

•プラスダイヤル

•リダイヤル

•スピードダイヤル

•転送

• Uniform Resource Identifier（URI）ダイヤリング

Cisco Collaboration Problem Report Tool
ユーザは、Cisco Collaboration Problem Report Tool（PRT）を使用して、電話機のログを送信した
り、発生した問題を報告することができます。この機能は [電話の情報（Phone Information）]画
面にあります。

PRTのアップロードが失敗した場合は、URL http://<phone-ip>/FS/<prt-file-nameからその電話機の
PRTファイルにアクセスできます。この URLは電話機に表示され、次の場合に利用できます。

•電話機が工場出荷時の状態の場合。 URLの表示時間は 1時間です。 1時間経過後は、電話
機ログの送信を再度試行する必要があります。

•電話機に設定ファイルをダウンロード済みで、CiscoUnifiedCommunicationsManagerパラメー
タの [Webアクセス（WebAccess）]パラメータが [有効（Enabled）]に設定されている場合。

ユーザが PRTを使用できるようにするには、Cisco Unified CommunicationsManagerの [カスタマー
サポートアップロードURL（Customer Support Upload URL）]パラメータ内のサーバを割り当て、
収集された電話機ログを保存する必要があります。また、Expressway-Cで [HTTPサーバ許可（HTTP
Server Allow）]リストに Problem Report Toolサーバのアドレスを追加する必要もあります。
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アップロードスクリプトでサーバをセットアップ（または既存のサーバを使用）することによ

り、ProblemReportToolファイルを受信できます。これらのファイルはフォルダに保持できます。
また、スクリプトを複雑にして通知メカニズムを使用することにより、新しいProblemReportTool
のレポートがアップロードされたことを管理者に通知することもできます。

スクリプト例を次に示します。このスクリプトは参考用の目的のみに掲載されています。シスコ

では、お客様のサーバにインストールされたアップロードスクリプトのサポートは提供していま

せん。

<?php
NOTE: you may need to edit your php.ini file to allow larger size file uploads to work.
Modify the setting for upload_max_filesize I used: upload_max_filesize = 20M
Retrieve the name of the uploaded file
$filename = basename($_FILES['prt_file']['name']);
Get rid of quotes around the device name, serial number and username if they exist
$devicename = $_POST['devicename'];
$devicename = trim($devicename, "'\"");

$serialno = $_POST['serialno'];
$serialno = trim($serialno, "'\"");

$username = $_POST['username'];
$username = trim($username, "'\"");
where to put the file
$fullfilename = "/var/prtuploads/".$filename;
If the file upload is unsuccessful, return a 500 error and
inform the user to try again
if(!move_uploaded_file($_FILES['prt_file']['tmp_name'], $fullfilename)) {

header("HTTP/1.0 500 Internal Server Error");
die("Error: You must select a file to upload.");

}

?>

詳細については、『Cisco IP Phone 8800 Series User Guide for Cisco Unified CommunicationsManager』
を参照してください。

特定の電話機に対するカスタマーサポートのアップロード

特定の電話機でカスタマーサポートのアップロードを有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 対象の電話を特定します。

ステップ 3 サーバの URLを [カスタマーサポートアップロードURL（Customer Support Upload URL）]フィー
ルドに入力します。

電話機グループに対するカスタマーサポートのアップロード

電話機のグループに対してカスタマーサポートのアップロードを有効にするには、次の手順を実

行します。
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手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]を選択します。

ステップ 2 サーバの URLを [カスタマーサポートアップロードURL（Customer Support Upload URL）]フィー
ルドに入力します。

ステップ 3 [共通設定の上書き（Override Common Settings）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を使用して、電話機を共通電話機プロファイルと関連付
けます。

ネットワークに対するカスタマーサポートのアップロード

ネットワーク内のすべての電話機に対してカスタマーサポートのアップロードを有効にするに

は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]を選択し
ます。

ステップ 2 サーバの URLを [カスタマーサポートアップロードURL（Customer Support Upload URL）]フィー
ルドに入力します。

ステップ 3 [共通設定の上書き（Override Common Settings）]チェックボックスをオンにします。

Expressway サインイン用ユーザクレデンシャルパーシステントの設
定

Expressway経由でのMobile and Remote Accessでネットワークにサインインすると、ユーザはサー
ビスドメイン、ユーザ名、パスワードの入力を求められます。Expresswayサインイン用のユーザ
クレデンシャルパーシステントのパラメータを有効化すると、ユーザのログインクレデンシャル

を保存でき、この情報を再入力する必要がなくなります。このパラメータはデフォルトでは無効

になっています。
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特定の電話機に対する Expressway サインイン用ユーザクレデンシャルパーシステ
ントの有効化

特定の電話機で Expresswayサインイン用のユーザクレデンシャルパーシステントを有効にする
には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 対象の電話を特定します。

ステップ 3 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションで、Expresswayサイン
イン機能に対して [ユーザクレデンシャルパーシステントの設定の有効化（Enable setting for the
User Credentials Persistent）]を選択します。

電話機グループに対する Expressway サインイン用ユーザクレデンシャルパーシス
テントの有効化

電話機のグループに対する Expresswayサインイン用のユーザクレデンシャルパーシステントを
有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]を選択します。

ステップ 2 Expresswayサインイン機能に対して [ユーザクレデンシャルパーシステントの設定の有効化（Enable
setting for the User Credentials Persistent）]を選択します。

ステップ 3 [共通設定の上書き（Override Common Settings）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を使用して、電話機を共通電話機プロファイルと関連付
けます。

ネットワーク全体における Expressway サインイン用ユーザクレデンシャルパーシ
ステントの有効化

ネットワークのすべての電話機に対する Expresswayサインイン用のユーザクレデンシャルパー
システントを有効にするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]を選択し
ます。

ステップ 2 Expresswayサインイン機能に対して [ユーザクレデンシャルパーシステントの設定の有効化（Enable
setting for the User Credentials Persistent）]を選択します。

ステップ 3 [共通設定の上書き（Override Common Settings）]チェックボックスをオンにします。

スピーカーフォンを無効にする
デフォルトでは、Cisco IP Phoneでスピーカーフォンが有効です。

スピーカを無効にするには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用します。
スピーカーフォンが無効になっているときには、ユーザがスピーカフォンボタンを押しても、リ

ダイヤル、発信、不在転送のソフトキーが電話機に表示されません。ソフトキーのラベルがグ

レー表示になるか、除去されます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページから [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 変更する電話機を選択します。

ステップ 3 電話機の [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウで、[スピーカーフォンの無効化（Disable
Speakerphone）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

Cisco IP Phone での省電力のスケジュール
電力を節約し、電話スクリーンディスプレイの寿命を確実に伸ばすには、不要なときに表示をオ

フにするように設定します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用すると、ディスプレイを特定の曜日の
指定時刻にオフにし、他の曜日では終日オフにするように設定できます。たとえば、ディスプレ

イを平日の勤務時間後にオフにし、土曜日と日曜日では終日オフにするように選択できます。

ディスプレイがオフのときはいつでも、次の操作でディスプレイをオンにできます。

•電話機の任意のボタンを押す。

ディスプレイがオンになり、そのボタンで指定されているアクションが実行されます。
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•ハンドセットを持ち上げる。

ディスプレイは、オンにするとそのままオン状態になりますが、指定された期間にわたって電話

機がアイドル状態にあると、自動的にオフになります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 設定する電話機を特定します。

ステップ 3 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]領域に移動して、次のフィールド
を設定します。

表 2：PowerSave の設定フィールド

説明フィールド

[ディスプレイ点灯時刻（DisplayOnTime）]フィールドで指定された時
刻になっても、ディスプレイを自動的にオンにしない日。

ドロップダウンリストから単一または複数の曜日を選択します。複数

の曜日を選択するには、Ctrlキーを押しながら目的の各曜日をクリック
します。

ディスプレイ非点灯日

（Days Display Not
Active）

毎日ディスプレイを自動的にオンにする時刻（[ディスプレイ非点灯日
（Days Display Not Active）]フィールドで指定されている日を除く）。

このフィールドには、24時間形式で入力します（0:00は午前 0時）。

たとえば、7:00（0700）にディスプレイを自動的にオンにするには、
7:00と入力します。午後 2:00時（1400）にディスプレイをオンにする
には、14:00と入力します。

このフィールドがブランクの場合、ディスプレイは午前 0時に自動的
にオンになります。

ディスプレイ点灯時刻

（Display On Time）

[ディスプレイ点灯時刻（DisplayOnTime）]フィールドで指定した時刻
にディスプレイがオンになった後、オン状態を保つ時間の長さ。

このフィールドには、時間:分の形式で値を入力します。

たとえば、ディスプレイを自動的にオンにしてから 4時間 30分にわ
たってオン状態を保つには、4:30と入力します。

このフィールドがブランクの場合、電話機は午前0時（0:00）にオフに
なります。

[ディスプレイ点灯時刻（DisplayOnTime）]が 0:00で、[ディ
スプレイ点灯継続時間（Display On Duration）]がブランク
（または24:00）の場合、電話機は常にオン状態になります。

（注）

ディスプレイ点灯継続

時間（Display On
Duration）
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説明フィールド

ディスプレイをオフにするまでの電話機のアイドル時間。ディスプレ

イがスケジュールどおりにオフで、ユーザが（電話機ボタンを押す、

またはハンドセットを持ち上げる操作で）オンにした場合にのみ適用

されます。

このフィールドには、時間:分の形式で値を入力します。

たとえば、ユーザがディスプレイをオンにしてから 1時間 30分にわ
たって電話機がアイドル状態にあった場合にディスプレイをオフにす

るには、1:30と入力します。

デフォルト値は 1:00です。

ディスプレイ放置時自

動消灯（Display Idle
Timeout）

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

Cisco IP Phone での Power Save Plus（EnergyWise）のスケ
ジュール

消費電力を減らすには、ご使用のシステムにEnergyWiseコントローラが含まれている場合に、電
話機をスリープ（電源オフ）とウェイク（電源オン）に設定します。

Cisco Unified CMの管理で、EnergyWiseを有効にして、スリープ時間とウェイク時間の設定を行
います。これらのパラメータは、電話機の表示設定パラメータと緊密に結びついています。

EnergyWiseが有効になっていて、スリープ時間が設定されていると、電話機を設定時刻に復帰さ
せるように、電話機からスイッチに要求が送信されます。この要求の受諾または拒否が、スイッ

チから戻ります。スイッチが要求を拒否した場合、またはスイッチが応答しない場合は、電話機

はオフになりません。スイッチが要求を受諾すると、アイドル状態の電話機がスリープ状態とな

り、消費電力をあらかじめ決められたレベルに減らすことができます。アイドル状態になってい

ない電話機にはアイドルタイマーが設定され、タイマーの期限が切れると、電話機がスリープ状

態になります。

電話機をウェイクさせるには、選択ボタンを押します。スケジュールされているウェイク時間に

なると、システムは電話機の電力を元に戻して電話機を復帰させます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページから、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 設定する電話機を特定します。

ステップ 3 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]領域に移動して、次のフィールド
を設定します。

表 3：EnergyWise の設定フィールド

説明フィールド

電話機の電源をオフにする日のスケジュールを選択します。スケジュールを設定する

日をクリックしたら、Controlキーを押したままにして、複数日を選択します。

デフォルトでは、どの日も選択されていません。

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]がオンになっていると、緊急
（e911）の問題について警告するメッセージを受け取ります。

PowerSavePlusモード（「モード」）が有効である間は、モードに設定された
エンドポイントは、緊急コールでは無効で、インバウンドコールの受信がで

きません。このモードを選択することにより、次の条項に同意したものと見

なされます。（i）モードが有効である間、緊急コールとコールの受信用の代
替方法を責任を持って用意する必要があります。（ii）シスコはこのモードの
選択に関して何の責任を負いません。このモードを有効にすることは、お客様

の責任で行っていただきます。（iii）コール、発信、およびその他について、
このモードを有効にした場合の影響をユーザにすべて通知する必要がありま

す。

注意

PowerSavePlusを無効にするには、[EnergyWiseオーバーライドを許可（Allow
EnergyWise Overrides）]チェックボックスをオフにする必要があります。
[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで、日数を
選択しないまま [EnergyWiseオーバーライドを許可（Allow EnergyWise
Overrides）]チェックボックスをオンにしたままにしておくと、Power Save
Plusは無効になりません。

（注）

Power Save Plusの有効化
（Enable Power Save Plus）
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説明フィールド

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドにある日について、電
話機の電源を自動的にオンにする時刻を決定します。

このフィールドには、24時間形式で入力します（00:00は午前 0時）。

たとえば、午前 7時（0700）に自動的に電話機の電源をオンにする場合は、7:00と入
力します。午後2時（1400）に電話機の電源をオンにするには、14:00と入力します。

デフォルト値はブランクで、これは 00:00を意味します。

[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]は、[電話機をオフにする時刻
（Phone Off Time）]より 20分以上遅い時刻に設定する必要があります。た
とえば、[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]が 7:00の場合、[電話
機をオンにする時刻（PhoneOnTime）]は 7:20より前に設定しないでくださ
い。

（注）

電話機をオンにする時刻

（Phone On Time）

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで選択した日につい
て、電話機の電源をオフにする時刻。 [電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]
フィールドと [電話機をオフにする時刻（PhoneOffTime）]フィールドに同じ値が含ま
れている場合、電話機はオフになりません。

このフィールドには、24時間形式で入力します（00:00は午前 0時）。

たとえば、午前 7時（0700）に自動的に電話機の電源をオフにする場合は、7:00と入
力します。午後2時（1400）に電話機の電源をオフにするには、14:00と入力します。

デフォルト値はブランクで、これは 00:00を意味します。

[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]は、[電話機をオフにする時刻
（Phone Off Time）]より 20分以上遅い時刻に設定する必要があります。た
とえば、[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]が 7:00の場合、[電話
機をオンにする時刻（PhoneOnTime）]は 7:20より前に設定しないでくださ
い。

（注）

電話機をオフにする時刻

（Phone Off Time）

電話機の電源をオフにする前に、電話機をアイドル状態にしておく必要がある時間の

長さ。

タイムアウトは次の条件で発生します。

•電話機がスケジュールどおりに Power Save Plusモードになっていたが、電話機の
ユーザが [選択（Select）]キーを押したために、Power Save Plusモードが解除さ
れた場合。

•接続スイッチで電話機が再びオンになった場合

• [電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]になったが、通話中の場合。

このフィールドの範囲は 20～ 1440分です。

デフォルト値は 60分です。

電話機をオフにするアイドル

タイムアウト（Phone Off Idle
Timeout）
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説明フィールド

これを有効にすると、[電話をオフにする時刻（PhoneOffTime）]で指定した時刻の10
分前に電話機で音声アラートの再生が開始されます。

音声アラートは、電話機の呼出音を使用します。この音は、10分間のアラート期間中
の特定期間、短く再生されます。呼出音は、ユーザが指定した音声レベルで再生され

ます。音声アラートのスケジュールは次のとおりです。

•電源オフの 10分前に、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 7分前に、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 4分前に、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 30秒前に、呼出音は、15回再生されるか、電話機の電源がオフにな
るまで再生されます。

このチェックボックスが表示されるのは、[Power SavePlusの有効化（Enable Power Save
Plus）]リストボックスで 1日以上が選択されている場合だけです。

音声アラートを有効にする

（Enable Audio Alert）

その電話機が含まれる EnergyWiseドメイン。

このフィールドの最大長は 127文字です。

EnergyWiseドメイン
（EnergyWise Domain）

EnergyWiseドメイン内でエンドポイントとの通信に使用されるセキュリティの秘密パ
スワード。

このフィールドの最大長は 127文字です。

EnergyWiseシークレット
（EnergyWise secret）
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説明フィールド

このチェックボックスにより、電話機に電源レベルの更新を送信するためのEnergyWise
ドメインコントローラのポリシーを許可するかどうかを決定します。次の条件が適用

されます。

• [Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで 1日以上を選
択する必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページの設定は、EnergyWiseがオー
バーライドを送信しても、スケジュールに適用されます。

たとえば、[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]が 22:00（午後 10時）に設定
されていると仮定すると、[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]フィールドの
値は 06:00（午前 6時）となり、[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]
では 1日以上が選択されています。

• EnergyWiseが 20:00（午後 8時）に電話機をオフにするように指示すると、この
指示は、午前 6時に設定された [電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]ま
で有効となります（電話機ユーザによる介入が発生しないと仮定した場合）。

•午前 6時になると、電話機はオンとなり、Unified Communications Managerの管理
ページの設定から電力レベルの変更の受信を再開します。

•電力レベルを電話機で再び変更するには、EnergyWiseは電力レベル変更コマンド
を新たに再発行する必要があります。

PowerSavePlusを無効にするには、[EnergyWiseオーバーライドを許可（Allow
EnergyWise Overrides）]チェックボックスをオフにする必要があります。
[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで、日数を
選択しないまま [EnergyWiseオーバーライドを許可（Allow EnergyWise
Overrides）]チェックボックスをオンにしたままにしておくと、Power Save
Plusは無効になりません。

（注）

EnergyWiseオーバーライドを
許可（Allow EnergyWise
Overrides）

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

エージェントグリーティングの有効化
エージェントグリーティング機能では、エージェントが事前録音したグリーティングを作成した

り更新したりできます。このグリーティングは、エージェントが発信者と話しはじめる前に、顧

客コールなどのコールの開始時に再生されます。エージェントは、必要に応じて 1つまたは複数
のグリーティングを事前録音し、グリーティングを作成および更新できます。
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顧客が電話をかけてきた場合、エージェントと発信者が事前録音したグリーティングを聴くこと

になります。エージェントは、グリーティングが終わるまで待つこともできますし、グリーティ

ングの途中で応答することもできます。

エージェントグリーティングコールでは、電話機でサポートされるすべてのコーデックがサポー

トされます。

詳細については、以下を参照してください。

•『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の「Barge and Privacy」
の章

•『Cisco Unified Communications Manager System Guide』の「Cisco Unified IP Phones」の章

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページから [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 ユーザが設定する IPフォンを特定します。

ステップ 3 [デバイス情報レイアウト（Device Information Layout）]ペインまでスクロールし、[ビルトインブ
リッジ（Built In Bridge）]を [オン（On）]または [デフォルト（Default）]に設定します。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 5 ブリッジの設定を確認します。

a) [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。
b) 適切なサーバおよびサービスを選択します。
c) [クラスタワイドパラメータ（デバイス -電話）（Clusterwide Parameters (Device - Phone)）]ペ
インまでスクロールして、[ビルトインブリッジの有効（BuiltinBridgeEnable）]を [オン（On）]
に設定します。

d) [保存（Save）]を選択します。

DF ビットのセットアップ
設定可能な DFビット機能は、ネットワークがどのように送信されるかを制御します。パケット
をさまざまなサイズのチャンク（フラグメント）で送信できます。DFビットがパケットヘッダー
で 1に設定されると、ネットワークペイロードは、スイッチやルータなどのネットワークを通過
するときにフラグメント化しません。フラグメント化させないことで受信側の解析の誤りを回避

できますが、わずかにスピードが低下します。デフォルトでは、DFビットは0に設定されます。

DFビット設定は、ICMP、VPN、VXC VPN、DHCPトラフィックには適用されません。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、次のいずれ
かのウィンドウに移動します。

• [システム（System）] > [エンタープライズ電話（Enterprise Phone）]

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

ステップ 2 [DFビット（DF Bit）]フィールドを設定します。

サイレントの設定
DNDをオンにすると、コールが呼び出し状態になっても呼出音が鳴らなくなります。またあらゆ
る種類の表示や音による通知も、一切行われません。

電話ボタンテンプレートの機能の 1つとして DNDを選択して、電話機を設定できます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の「Do Not
Disturb」の章を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 設定する電話を特定します。

ステップ 3 次のパラメータを設定します。

• [サイレント（Do Not Disturb）]：このチェックボックスを使用すると、電話機の DNDを有
効にすることができます。

• [DND着信呼警告（DND Incoming Call Alert）]：電話機で DNDがアクティブのときに着信
コールに対して発生させるアラート（存在する場合）のタイプを選択します。

このパラメータは、[共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンド
ウおよび [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの両方にあります。 [電
話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの値が優先されます。

（注）

• DNDオプション：[呼出音オフ（RingOff）]、[コール拒否（Call Reject）]、または [共通の電
話プロファイル設定を使用（Use Common Phone Profile Setting）]。
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ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

モニタリングと録音のセットアップ
モニタリングと録音の機能によって、スーパーバイザはアクティブコールのモニタリングをサイ

レントに実行できます。スーパーバイザの音声はコールのどちらの側にも聞こえません。ユーザ

には、コールがモニタされている間、モニタ中であることを示す音声アラートが聞こえる場合が

あります。

コールがセキュリティで保護されている場合は、ロックアイコンが表示されます。発信者にも、

コールがモニタされていることを示す音声アラートが聞こえる場合があります。コールがセキュ

アであり、モニタされていることを示す音声アラートは、接続先の通話者にも聞こえることがあ

ります。

アクティブコールがモニタまたは録音されている場合、ユーザは、インターコムコールを受信ま

たは発信できます。ただし、ユーザがインターコムコールを発信した場合、アクティブコールは

保留されます。この処理によって録音セッションは終了し、モニタリングセッションは中断され

ます。中断されたモニタリングセッションを再開するには、モニタされているユーザがコールを

再開する必要があります。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager Features and ServicesGuide』の「Monitoring
and Recording」の章を参照してください。

以下の手順によって、標準モニタユーザグループにユーザが追加されます。

はじめる前に

Cisco Unified Communications Managerは、モニタリングと録音をサポートするように設定する必
要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、[ユーザ管理（User Management）] > [アプリケー
ションユーザ（Application User）]を選択します。

ステップ 2 Standard CTI Allow Call Monitoringおよび Standard CTI Allow Call Recordingユーザグループを確認
します。

ステップ 3 [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。

ステップ 4 [ユーザグループに追加（Add to User Group）]をクリックします。

ステップ 5 アプリケーションユーザの制御デバイスのリストにユーザの電話機を追加します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。
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LLDP の電力ネゴシエーションのセットアップ
LLDPの電力ネゴシエーション機能によって、電話機では Link Level Endpoint Discovery Protocol
（LLDP）および Cisco Discovery Protocol（CDP）を使用して電力をネゴシエートできます。

電話機が電力ネゴシエーションをサポートしているスイッチに接続されている場合は、電力ネゴ

シエーションを無効にしないでください。無効にした場合、スイッチによって電話機に対する電

力がオフになる可能性があります。

電力ネゴシエーション機能は、デフォルトで有効になっています。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページから、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 設定する電話機を特定します。

ステップ 3 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]領域で、電力ネゴシエーションパラメー
タを設定します。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

Bluetooth プロファイルのセットアップ

この手順は、Bluetooth対応の電話機のみに適用されます。 Cisco IP Phone 8811、8841、および
8851NRは Bluetoothをサポートしていません。

（注）

Bluetoothプロファイルの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration
Guide』を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 CiscoUnifiedCommunicationsManagerに表示された電話のリストからお使いの電話を検索します。

ステップ 3 電話機の [デバイス名（Device Name）]をクリックします。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]レイアウトエリアに移動し、
[Bluetoothプロファイル（BluetoothProfiles）]ドロップダウンリストから、適切なプロファイルを
選択します。
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ハンズフリープロファイルは、デフォルトで選択されています。

ステップ 5 更新する [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで、任意の設定に対して
[共通設定の上書き（Override Common Settings）]チェックボックスをオンにします。

•このチェックボックスをオンにしないと、対応するパラメータ設定が有効になりません。

• [プロダクト固有の設定（Product SpecificConfiguration）]エリアで設定したパラメータは、さ
まざまなデバイスの [デバイス設定（DeviceConfiguration）]ウィンドウと [エンタープライズ
電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウにも表示されることがあります。

これらの他のウィンドウでも同じパラメータを設定した場合、優先される設定は、次の順序で決

定されます。

1 [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウの設定値（最も高い優先順位）

2 [共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile Configuration）]ウィンドウの設定値

3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値（最も低
い優先順位）

自動ポート同期の設定
単一の電話機または電話機のグループで同期を設定できます。

手順

ステップ 1 単一の電話機の自動ポート同期を設定するには、

a) Cisco Unified Communications Managerの管理アプリケーションで、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択します。

b) 電話機を特定します。
c) [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]ペインで、自動ポート同期パ
ラメータを設定します。

d) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 2 電話機のグループに対して自動ポート同期を設定するには、

a) Cisco Unified Communications Managerの管理アプリケーションで、[システム（System）] > [エ
ンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]を選択します。

b) 自動ポート同期パラメータを設定します。
c) [保存（Save）]を選択します。
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SSH アクセスの設定
ポート 22を経由する SSHデーモンへのアクセスを有効または無効にすることができます。ポー
ト 22を開いたままにしておくと、電話機はサービス拒否（DoS）攻撃を受けやすい状態になりま
す。デフォルトでは、SSHドメインは無効になっています。

SSHアクセスパラメータはデフォルトで無効になっています。これらの電話機のユーザが SSH
を使用する前に、SSHアクセスパラメータを有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理で、次のいずれかのウィンドウを選択してください。

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] > [電話の設定（Phone Configuration）]

両方のウィンドウでパラメータを設定すると、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
> [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの設定が優先されます。

（注）

ステップ 2 適切な電話機を選択します。

ステップ 3 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]ペインまでスクロールし、[SSH
アクセス（SSH Access）]ドロップダウンリストボックスから [有効（Enable）]を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

コールの転送通知のセットアップ
コール転送設定を制御できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 セットアップする電話を特定します。

ステップ 3 [コールの転送通知（Call Forward Notification）]フィールドを設定します。
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表 4：[コールの転送通知（Call Forward Notification）] フィールド

説明フィールド

このチェックボックスをオンにした場合、発信者名が通知ウィンドウ

に表示されます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。

発信者名（Caller Name）

このチェックボックスをオンにした場合、発信者番号が通知ウィンド

ウに表示されます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

発信者番号（Caller
Number）

このチェックボックスをオンにした場合、コールを最後に転送した発

信者に関する情報が通知ウィンドウに表示されます。

例：発信者 Aが Bにコールを発信したが、Bはすべてのコールを C
に転送し、Cはすべてのコールを Dに転送した場合、Dに対して表
示される通知ボックスには、発信者Cの電話機情報が表示されます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオフになっています。

転送元番号（Redirected
Number）

このチェックボックスをオンにした場合、コールの最初の受信者に関

する情報が通知ウィンドウに表示されます。

例：発信者 Aが Bにコールを発信したが、Bはすべてのコールを C
に転送し、Cはすべてのコールを Dに転送した場合、Dに対して表
示される通知ボックスには、発信者Bの電話機情報が表示されます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。

ダイヤル番号（Dialed
Number）

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

クライアント識別コードのセットアップ
クライアント識別コード（CMC）を使用して、クライアントや職務権限の識別ができます。詳細
については、『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』の「Client Matter
Codes and Forced Authorization Codes」の章を参照してください。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [クライ
アント識別コード（Client Matter Code）]を選択します。

ステップ 2 [クライアント識別コードが必須（Require Client Matter Code）]フィールドを設定します。
このチェックボックスでは、コールの発信時に CMCの入力をユーザに求めるかどうかを制御し
ます。

ステップ 3 [保存（Save）]を選択します。

コールリストの BLF の有効化
[コールリストのBLF（BLF for Call Lists）]フィールドでも、社内ディレクトリの回線ステータス
機能を制御します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム（System）] > [エンタープライ
ズパラメータ（Enterprise Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [コールリストのBLF（BLF for Call Lists）]フィールドで、この機能を有効または無効にします。
デフォルトでは、この機能はディセーブルです。

[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで設定したパラメータは、さまざ
まなデバイスの [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウと [エンタープライズ電話の設
定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウにも表示されることがあります。これらの他の
ウィンドウでも同じパラメータを設定した場合、優先される設定は、次の順序で決定されます。

1 [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウの設定値

2 [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウの設定値

3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値

ステップ 3 [保存（Save）]を選択します。

デュアルバンク情報のセットアップ
デュアルバンク情報をセットアップするには、次の手順に従います。
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManager Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイスのデフォ
ルト（Device Defaults）]を選択します。

ステップ 2 [非アクティブロード情報（Inactive Load Information）]フィールドで、ロード情報をチェックし
ます。

ステップ 3 [一括管理（Bulk Administration）] > [インポート/エクスポート（Import/Export）] > [エクスポート
（Export）] > [デバイスのデフォルト（Device Defaults）]と選択し、エクスポートジョブをスケ
ジュールします。

ステップ 4 エクスポートされた tarファイルをダウンロードし、untarします。

ステップ 5 エクスポートされた CSVファイルでファイル形式をチェックし、その CSVファイルに、値が正
しい [非アクティブロード情報（Inactive Load Information）]の列があることを確認します。

CSVファイルの値は、[Cisco Unified Communications Managerの管理（Cisco Unified
Communications Manager Administration）]ウィンドウの [デバイスのデフォルト（Device
Default）]値と一致する必要があります。

（注）

強制承認コードの設定
強制承認コード（FAC）は、ユーザに発信権限を確実に与えます。詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Features and Services Guide』の「Client Matter Codes and Forced
Authorization Codes」の章を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、[コールルーティング（Call Routing）] > [強制承
認コード（Forced Authorization Code）]を選択します。

ステップ 2 次のフィールドを設定します。

説明フィールド

FACの入力をユーザに要求するには、この
チェックボックスをオンにします。

[強制承認コードが必須（Require Forced
Authorization Code）]

コールの発信を承認されるために、ユーザが入

力する必要があるコード。

[承認レベル（Authorization Level）]

ステップ 3 [保存（Save）]を選択します。
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着信コール Toast タイマーの設定
着信コールToast（着信コール通知ウィンドウ）がユーザの電話機に表示される時間を設定できま
す。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理で、次のいずれかのウィンドウを選択してください。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

• [システム（System）] > [エンタープライズ電話（Enterprise Phone）]

複数のウィンドウにパラメータを設定した場合、優先順位は次のとおりです。

1 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

2 [デバイス（Device）]> [デバイスの設定（DeviceSettings）]> [共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]

3 [システム（System）] > [エンタープライズ電話（Enterprise Phone）]

ステップ 2 必要に応じて、電話機を特定します。

ステップ 3 [着信コール Toastタイマー（Incoming Call Toast Timer）]フィールドを設定します。

説明フィールド

Toastが表示される時間を秒単位で指定します。この時間には、ウィ
ンドウのフェードインとフェードアウトの時間も含まれます。

有効値は、0、3、4、および 5です。

0は、着信コールトーストが無効であることを意味します。

着信コール Toastタイマー
（Incoming Call Toast
Timer）

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

ピアファームウェア共有のセットアップ
この機能を有効にすると、電話機は、ファームウェアイメージを構成するファイルを要求してい

るサブネット上の同じ電話機を検出し、転送階層をファイル単位で自動的に構築できます。ファー

ムウェアイメージを構成する個々のファイルは、階層内のルートの電話機だけを使用して TFTP
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から取得され、これらのファイルは TCP接続によって転送階層に沿ってサブネット上の他の電話
機に迅速に転送されます。

この機能は、高速キャンパス LAN設定で次のメリットを提供します。

•中央集中型リモート TFTPサーバへの TFTP転送における輻輳が制限されます。

•ファームウェアのアップグレードを手動で制御する必要がなくなります。

•アップグレード時に多数の電話機が同時にリセットされた場合の電話機のダウンタイムが削
減されます。

帯域幅が制限されたWANリンクを経由するブランチまたは遠隔オフィス導入シナリオでは、ピ
アファームウェア共有がファームウェアのアップグレードに役立つ場合もあります。

このメニューオプションは、電話機がピアファームウェア共有をサポートしているかどうかを示

します。次の設定があります。

•有効（Enabled）（デフォルト値）

•無効（Disabled）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerに関連付けられた電話のリストからお使いの電話を検索し
ます。

ステップ 3 電話機の [デバイス名（Device Name）]をクリックします。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product SpecificConfiguration）]レイアウトエリアに移動し、[ピアファー
ムウェア共有（Peer Firmware Sharing）]ドロップダウンリストから [有効（Enable）]を選択しま
す。

ピアファームウェア共有は、デフォルトで有効になっています。

ステップ 5 更新する [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで、任意の設定に対して
[共通設定の上書き（Override Common Settings）]チェックボックスをオンにします。

•このチェックボックスをオンにしないと、対応するパラメータ設定が有効になりません。

• [プロダクト固有の設定（Product SpecificConfiguration）]エリアで設定したパラメータは、さ
まざまなデバイスの [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウと [エンタープライズ電
話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウにも表示されることがあります。

これらの他のウィンドウでも同じパラメータを設定した場合、優先される設定は、次の順序で決

定されます。

1 [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウの設定値（最も高い優先順位）

2 [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウの設定値
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3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値（最も低
い優先順位）

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

リモートポート設定のセットアップ
スイッチリモートポート設定パラメータまたは PCのリモートポート設定パラメータを設定する
には、個々の電話機または複数の電話機を設定できます。

手順

ステップ 1 個々の電話機にパラメータを設定するには、次の手順を実行します。

a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

b) 適切な IP Phoneを選択します。
c) [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]（スイッチポートのリモート
設定または PCポートのリモート設定）領域にスクロールして、パラメータを設定します。

d) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 2 複数の電話機の設定を同時に設定するには、次の手順を実行します。

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム（System）] > [エンタープラ
イズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]を選択します。

b) リモートポート設定パラメータを設定します。
c) [保存（Save）]を選択します。

ヘッドセットの側音制御の設定
ユーザがヘッドセットを使用してコールを処理する場合、話し中にフィードバックが聞こえると

感じることがあります。このような追加音声は側音と呼ばれます。側音が多すぎると、ユーザに

はヘッドセットの受話口に自分の声が聞こえるので、この側音が邪魔になります。側音の量は

ヘッドセットによって異なります。

側音レベルは調整が可能です。使用可能な側音レベルは次のとおりです。

•大（High）

•標準（Normal）（デフォルト）

•低（Low）
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•オフ（Off）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理に移動し、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 電話機のリストから電話機を検索します。

ステップ 3 電話機の [デバイス名（Device Name）]をクリックします。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product SpecificConfigurationLayout）]領域に移動し、[ワイドバンドヘッ
ドセット UI設定（Wideband Headset UI Control）]ドロップダウンリストボックスから、適切な
プロファイルを選択します。

[オフ（Off）]オプションがデフォルトで選択されます（ユーザのヘッドセットがワイドバンドを
サポートする場合だけイネーブルにします）。

[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで設定したパラメータは、さまざ
まなデバイスの [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウと [エンタープライズ電話の設
定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウにも表示されることがあります。

これらの他のウィンドウでも同じパラメータを設定した場合、優先される設定は、次の順序で決

定されます。

1 [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウの設定値

2 [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウの設定値

3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

Release ボタンからのダイヤルトーンのセットアップ
アクティブコールから [発信（New Call）]ウィンドウおよびダイヤルトーンへの 1ボタンアク
セスをユーザに提供できます。

次の表に、Releaseボタン機能のダイヤルトーンのフィールドについて説明します。

説明フィールド

Releaseキーを押したとき、ユーザにダイヤル
トーンが聞こえるか（[有効（Enabled）]）聞こ
えないか（[無効（Disabled）]）を指定します。

[有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]を
指定します。

デフォルトは [無効（Disabled）]です。

リリースボタンからダイヤルトーンを提供

（Provide Dial Tone from Release Key）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、次のいずれ
かのウィンドウに移動します。

• [システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] > [電話の設定（Phone Configuration）]

ステップ 2 [リリースボタンからダイヤルトーンを提供（Provide Dial Tone from Release Key）]フィールドを
設定します。

パークモニタリング
パークモニタリングがサポートされるのは、Cisco IPPhoneでコールをパークする場合のみです。
パークモニタリングによって、パークされたコールのステータスがモニタされます。パーク中の

コールが取得されるか、またはパークされたコールによって破棄されるまで、パークモニタリン

グコールバブルはクリアされません。このパークされたコールは、コールをパークした電話機

で同じコールバブルを使用して取得できます。

パークモニタリングタイマーのセットアップ

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]には、パークモ
ニタリング用として、パークモニタリング復帰タイマー、パークモニタリング定期復帰タイマー、

未取得時のパークモニタリング転送タイマーという 3種類のクラスタ全体に対応するサービスタ
イマーパラメータがあります。各サービスパラメータにはデフォルトが含まれており、特別な

設定は必要ありません。これらのタイマーパラメータはパークモニタリング専用です。コール

パーク表示タイマーとコールパーク復帰タイマーはパークモニタリングには使用できません。

これらのパラメータの詳細については、次の表を参照してください。

[Cisco Unified CMサービスパラメータ（Cisco Unified CommunicationsManager Service Parameters）]
ページでタイマーを設定します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [クラスタ全体のパラメータ（機能：一般）（Clusterwide Parameters (Feature-General)）]ペインに
ある、[パークモニタリング復帰タイマー（Park Monitoring Reversion Timer）]、[パークモニタリ
ング定期復帰タイマー（Park Monitoring Periodic Reversion Timer）]、[未取得時のパークモニタリ
ング転送タイマー（Park Monitoring Forward No Retrieve Timer）]フィールドを更新します。

表 5：パークモニタリングのサービスパラメータ

説明フィールド

デフォルトは60秒です。このパラメータは、ユーザがパークしたコールを取
得するようにユーザに求めるまで、CiscoUnifiedCommunicationsManagerが待
機する秒数を決定します。このタイマーが開始するのは、ユーザが電話機の

Parkを押したときです。タイマーが時間切れになるとアラームが鳴ります。

このサービスパラメータに指定された値は [電話番号の設定（DirectoryNumber
Configuration）]ウィンドウの [パークモニタリング（Park Monitoring）]セク
ションで回線ごとに上書きできます（このウィンドウを表示するには、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページで、[コールルーティング（Call
Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択します）。値として 0を
指定すると、[パークモニタリング定期復帰タイマー（ParkMonitoring Periodic
Reversion Timer）]サービスパラメータに指定された定期復帰間隔がすぐに利
用されます。（次の説明を参照してください）。たとえば、このパラメータ

を 0に設定し、パークモニタリング定期復帰タイマーを 15に設定した場合、
パークしたコールについてユーザにすぐに通知され、その後も未取得時のパー

クモニタリング転送タイマー（下記を参照）が時間切れになるまで15秒おき
に通知されます。

パークモニタリ

ング復帰タイ

マー（Park
Monitoring
ReversionTimer）

デフォルトは 30秒です。このパラメータは、Cisco Unified Communications
Managerが、コールがパークされていることをユーザに再通知するまでに待機
する間隔（秒）を決定します。ユーザはこのような通知の際にオフフックに

するだけで、パークされたコールに接続できます。コールがパークされてお

り、未取得時のパークモニタリング転送タイマー（以下の説明を参照）に指

定した時間が経過するまでは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはパーク
されているコールについてユーザに通知し続けます。値として 0を指定する
と、パークされたコールに関する定期的な通知は無効になります。

パークモニタリ

ング定期復帰タ

イマー（Park
Monitoring
Periodic Reversion
Timer）
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説明フィールド

デフォルトは 300秒です。このパラメータは、パークアラーム通知が発生す
るまでの秒数を決定します。その後、パークされたコールは、パークしたユー

ザが [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで指定し
た未取得時のパークモニタリング転送の接続先に転送されます（CiscoUnified
CommunicationsManagerの管理で転送先が指定されていない場合、コールは、
パークされたときの回線に返されます）。 [パークモニタリング復帰タイマー
（Park Monitoring Reversion Timer）]のサービスパラメータが時間切れになる
と、このパラメータが開始します。 [未取得時のパークモニタリング転送タイ
マー（Park Monitoring Forward No Retrieve Timer）]が時間切れになると、コー
ルはパークから削除され、指定された接続先に転送されるか、パークしたユー

ザの回線に返されます。

パークモニタリ

ング転送非取得

時タイマー

（ParkMonitoring
Forward No
Retrieve Timer）

電話番号のパークモニタリングパラメータ設定

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウには、3種類のパラメータを設定
できる [パークモニタリング（Park Monitoring）]領域が含まれます。

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CommunicationsManager Administration）]で、[コールルー
ティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択します。

ステップ 2 次の表に示すように、パークモニタリングのフィールドを設定します。

表 6：パークモニタリングパラメータ

説明フィールド

パークされている側が外部の場合、パークしたユーザの [未取得時の
パークモニタリング転送の接続先（外部）（Park Monitoring Forward
No Retrieve Destination External）]パラメータに指定された接続先に
コールが転送されます。 [未取得時のパークモニタリング転送の接続
先（外部）（ParkMonitoring Forward No Retrieve Destination External）]
フィールドの値が空の場合、パークされた側のコールはパークした

ユーザの回線にリダイレクトされます。

未取得時のパークモニタ

リング転送の接続先（外

部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve
Destination External）
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説明フィールド

パークされている側が内部の場合、パークしたユーザの [未取得時の
パークモニタリング転送の接続先（内部）（Park Monitoring Forward
No Retrieve Destination External）]パラメータに指定された接続先に
コールが転送されます。 [未取得時のパークモニタリング転送の接続
先（内部）（Park Monitoring Forward No Retrieve Destination Internal）]
が空の場合、パークされた側のコールはパークしたユーザの回線にリ

ダイレクトされます。

未取得時のパークモニタ

リング転送の接続先（内

部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve
Destination Internal）

このパラメータは、ユーザがパークしたコールを取得するようにユー

ザに求めるまで、Cisco Unified Communications Managerが待機する秒
数を決定します。このタイマーが開始するのは、ユーザが電話機の

Parkを押したときです。タイマーが時間切れになるとアラームが鳴り
ます。

デフォルトは 60秒です。

0以外の値を設定すると、その値によって、[サービスパラメータ
（ServiceParameters）]ウィンドウで設定されたこのパラメータの値が
上書きされます。ただし、ここで値 0を設定すると、[サービスパラ
メータ（Service Parameters）]ウィンドウの値が使用されます。

パークモニタリング復帰

タイマー（Park
Monitoring Reversion
Timer）

ハントリストのパークモニタリングのセットアップ

ハントリストを介してルーティングされたコールがパークされているとき、未取得時のパークモ

ニタリング転送タイマーが時間切れになると、ハントパイロットの [未取得時のパークモニタリ
ング転送の接続先（Park Monitoring Forward No Retrieve Destination）]パラメータの値が使用され
ます（空白でない場合）。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CommunicationsManager Administration）]で、[コールルー
ティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt Pilot）]と
選択します。

ステップ 2 [未取得時のパークモニタリング転送の接続先（Park Monitoring Forward No Retrieve Destination）]
パラメータを設定します。

ハントパイロットの [未取得時のパークモニタリング転送の接続先（Park Monitoring Forward No
RetrieveDestination）]パラメータの値が空白の場合、未取得時のパークモニタリング転送タイマー
が時間切れになると、コールは [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで
設定された接続先に転送されます。
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実行可能な着信呼警告の有効化
この機能が有効である場合、着信コールがあったときに実行可能なアラートが表示されます。ア

ラートは従来の着信コールのポップアップ通知に代わるもので、ユーザはアラートに応答する必

要があります。

カスタムラインフィルタと実行可能な着信コールアラート機能の両方を有効にすると、実行

可能なコールアラートはフィルタの対象回線だけに適用されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、次のいずれかを選択してください。

• [システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

ステップ 2 実行可能な着信コールアラートのフィールドを特定し、適切な設定にフィールドを設定します。

設定可能なフィールドの値は次のとおりです。

• [無効（Disabled）]：（デフォルト）実行可能な着信コールアラートは無効になっています。
従来の着信コールのポップアップアラートが表示されます。

• [すべての着信コールについて表示（Show for all Incoming Call）]：可視性に関係なくすべて
のコールの実行可能な着信アラートを表示します。

• [非表示の着信コールについて表示（Show for Invisible Incoming Call）]：電話機に表示されな
いコールの実行可能な着信アラートを表示します。このパラメータは、着信アラートのポッ

プアップ通知と同様に動作します。

他のウィンドウでこのフィールドを設定すると、設定の優先順位は次のとおりです。

1 [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウの設定値

2 [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウの設定値

3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値

ステップ 3 [保存（Save）]を選択します。
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コール履歴表示拡張の有効化

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CommunicationsManager Administration）]に移動して、[デ
バイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 Cisco Unified CMに関連付けられた電話機のリストからユーザの電話機を探します。

ステップ 3 電話機の [デバイス名（Device Name）]をクリックします。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product SpecificConfigurationLayout）]領域に移動し、[ログ表示（Logging
Display）]ドロップダウンリストボックスから、[有効（Enable）]を選択します。
[無効（Disabled）]オプションはデフォルトで選択されています。

[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで設定したパラメータは、さまざ
まなデバイスの [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウと [エンタープライズ電話の設
定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウにも表示されることがあります。

これらの他のウィンドウでも同じパラメータを設定した場合、優先される設定は、次の順序で決

定されます。

1 [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウの設定値

2 [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウの設定値

3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値

共有回線のコール履歴の有効化
詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』を参照してくださ
い。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CommunicationsManager Administration）]に移動して、[デ
バイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 Cisco Unified CMに関連付けられた電話機のリストからユーザの電話機を探します。

ステップ 3 電話機の [デバイス名（Device Name）]をクリックします。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product SpecificConfigurationLayout）]領域に移動し、[ログ表示（Logging
Display）]ドロップダウンリストボックスから、適切なプロファイルを選択します。
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[無効（Disabled）]オプションはデフォルトで選択されています。

[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで設定したパラメータは、さまざ
まなデバイスの [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウと [エンタープライズ電話の設
定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウにも表示されることがあります。

これらの他のウィンドウでも同じパラメータを設定した場合、優先される設定は、次の順序で決

定されます。

1 [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウの設定値

2 [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウの設定値

3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値

デフォルト回線フィルタのセットアップ

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CommunicationsManager Administration）]に移動して、[デ
バイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [デフォルト回線フィルタ（Default line filter）]フィールドを見つけ、回線 DNを入力します。デ
バイス名エントリはカンマで区切ります。

指定された回線がデフォルトフィルタに追加されます。

カスタム回線フィルタのセットアップ
カスタム回線フィルタ機能は、必要に応じて優先度の高い回線だけにアラートをフィルタリング

することでアラートアクティビティを減らす、設定可能なオプションを提供します。デフォルト

の電話フィルタだけを設定または編集できます。

デフォルトの回線フィルタが設定されると、[毎日のスケジュール（Daily schedule）]というフィ
ルタを、電話機の [設定（Settings）] > [初期設定（Preferences）]メニューにある [コール通知（Call
notifications）]から使用できるようになります。 [毎日のスケジュール（Daily schedule）]フィル
タは、[すべての通話（All Calls）]フィルタの追加です。

デフォルト回線フィルタが設定されていない場合、電話機はプロビジョニングされたすべての回

線を検査します。設定されている場合、[デフォルト（Default）]フィルタがアクティブフィルタ
として選択されているか、カスタムフィルタがないのであれば、Cisco Unified Communications
Managerで設定された回線を検査します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 [デフォルト回線フィルタ（Default line filter）]フィールドを設定します。
デフォルトフィルタに含める電話機デバイス名のカンマ区切りリスト。

デフォルトではリストは空白で、プロビジョニングされたすべての回線が検査されます。

電話ボタンテンプレート
電話ボタンテンプレートを使用すると、スピードダイヤルやコール処理機能をプログラム可能な

ボタンに割り当てることができます。ボタンに割り当てられるコール処理機能には、応答

（Answer）、モビリティ（Mobility）、すべてのコール（All Calls）が含まれます。

テンプレートの変更は、可能な限り電話機をネットワークに登録する前に行ってください。この

順序に従うと、登録の実行中、カスタマイズした電話ボタンテンプレートオプションに

Cisco Unified Communications Managerからアクセスできます。

電話ボタンテンプレートの変更

IP Phoneサービスの詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager AdministrationGuide』
の「Cisco Unified IP Phone Services Configuration」の章を参照してください。回線ボタンの設定の
詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「Cisco Unified
IP Phone Configuration」の章および「Configuring Speed-Dial Buttons」の項を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボ
タンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 電話機のモデルを示します。

ステップ 4 [コピー（Copy）]を選択し、新しいテンプレートの名前を入力して、[保存（Save）]を選択しま
す。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

Cisco IP Phone 8800 シリーズアドミニストレーションガイド
65

電話機の機能および設定

電話ボタンテンプレート



ステップ 5 割り当てるボタンを確認して、機能が表示されるドロップダウンリストから、その回線に関連付

ける [サービス URL（Service URL）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択して、サービスURLを使用して新しい電話ボタンテンプレートを作成しま
す。

ステップ 7 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択して、電話機の [電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウを開きます。

ステップ 8 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストから、新しい電話ボ
タンテンプレートを選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]を選択して変更内容を保存してから、[設定の適用（Apply Config）]を選択して変
更を実装します。

これで電話機のユーザが、セルフケアポータルにアクセスして、電話機のボタンにサービスを関

連付けることができます。

すべてのコールの電話ボタンテンプレートの割り当て

複数のシェアドラインを持つユーザに、電話テンプレートの [すべてのコール（All Calls）]ボタ
ンを割り当てます。

電話機に [すべてのコール（All Calls）]ボタンを設定すると、ユーザはそのボタンを使用して次
の操作を実行できます。

•電話機の全回線から、現在のコールの全リストを表示します。

•（[通話履歴（Call History）]の下に）電話機の全回線から、すべての不在着信の一覧を表示
します。

•ユーザがオフフックにすると、ユーザのプライマリ回線でコールを発信できます。すべての
コール（All Calls）のデフォルトは、すべての発信コールに関してユーザのプライマリ回線
になります。

手順

ステップ 1 [すべてのコール（All Calls）]ボタンを含むように電話ボタンテンプレートを変更します。

ステップ 2 電話機にテンプレートを割り当てます。
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IP Phone サービスとしての PAB またはスピードダイヤルのセットアッ
プ

電話ボタンテンプレートを変更して、サービス URLをプログラム可能なボタンに関連付けるこ
とができます。これを行うと、ユーザは、1つのボタンで、PABとスピードダイヤルにアクセス
できます。電話ボタンテンプレートを変更する前に、PABやスピードダイヤルを IP Phoneサー
ビスとして設定する必要があります。

（まだサービスでない）PABやスピードダイヤルを IP Phoneサービスとして設定するには、次の
手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定
（Device Settings）] > [IP Phoneサービス（Phone Services）]を選択します。
[IP Phoneサービスの検索と一覧表示（Find and List IP Phone Services）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 次の設定値を入力します。

• [サービス名（Service Name）]：[個人アドレス帳（Personal Address Book）]を入力します。

• [サービスの説明（Service Description）]：（オプション）サービスの説明を入力します。

•サービス URL（Service URL）

PABの場合は、次の URLを入力します。

http://<Unified CM-server-name>:8080/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=pab

ファストダイヤルの場合は、次の URLを入力します。

http://<Unified-CM-server-name>:8080/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=fd

•セキュアサービス URL（Secure Service URL）

PABの場合は、次の URLを入力します。

https://<Unified CM-server-name>:8443/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=pab

ファストダイヤルの場合は、次の URLを入力します。

https://<Unified-CM-server-name>:8443/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=fd

• [サービスカテゴリ（Service Category）]：[XMLサービス（XML Service）]を選択します。

• [サービスタイプ（Service Type）]：[ディレクトリ（Directories）]を選択します。

• [有効（Enable）]：チェックボックスを選択します。
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http://<IP_address>または https://<IP_address>（Cisco Unified IP Phoneがサポートするプロト
コルによって異なります）。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。
『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「Cisco Unified IP Phone Services
Configuration」の章の説明に従い、サービスパラメータを追加、変更、または削除することがで
きます。

サービス URLを変更した場合、IP Phoneサービスパラメータを削除した場合、または
ユーザの登録先の IP Phoneサービス名を変更した場合は、[登録の更新（Update
Subscriptions）]をクリックして、現在のすべての登録ユーザを更新し、変更を適用する
必要があります。このボタンをクリックしなかった場合は、ユーザがそのサービスに登

録して、正しい URLを再作成する必要があります。

（注）

PAB またはファストダイヤル用の電話ボタンテンプレートの変更
電話ボタンテンプレートを変更して、サービス URLをプログラム可能なボタンに関連付けるこ
とができます。これを行うと、ユーザは、1つのボタンで、PABとスピードダイヤルにアクセス
できます。電話ボタンテンプレートを変更する前に、PABやスピードダイヤルを IP Phoneサー
ビスとして設定する必要があります。

IP Phoneサービスの詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager AdministrationGuide』
の「Cisco Unified IP Phone Services Configuration」の章を参照してください。回線ボタンの設定の
詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「Cisco Unified
IP Phone Configuration」の章および「Configuring Speed-Dial Buttons」の項を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボ
タンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 電話機のモデルを示します。

ステップ 4 [コピー（Copy）]を選択し、新しいテンプレートの名前を入力して、[保存（Save）]を選択しま
す。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

   Cisco IP Phone 8800 シリーズアドミニストレーションガイド
68

電話機の機能および設定

PAB またはファストダイヤル用の電話ボタンテンプレートの変更



ステップ 5 割り当てるボタンを確認して、機能が表示されるドロップダウンリストから、その回線に関連付

ける [サービス URL（Service URL）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択して、サービスURLを使用して新しい電話ボタンテンプレートを作成しま
す。

ステップ 7 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択して、電話機の [電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウを開きます。

ステップ 8 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストから、新しい電話ボ
タンテンプレートを選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]を選択して変更内容を保存してから、[設定の適用（Apply Config）]を選択して変
更を実装します。

これで電話機のユーザが、セルフケアポータルにアクセスできるようになり、電話機のボタンに

サービスが関連付けられました。

電話機の Web ページへのアクセスの制御
セキュリティ上の理由から、電話機のWebページへのアクセスはデフォルトで無効になっていま
す。これにより、電話機のWebページおよび Cisco Unified Communicationsセルフケアポータル
へのアクセスが禁止されます。

Cisco Quality Report Toolなどの一部の機能は、電話機のWebページにアクセスしないと正し
く動作しません。また、Webアクセスを無効にすると、CiscoWorksなどのWebアクセスに依
存するサービスアビリティアプリケーションにも影響します。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 電話機の検索条件を指定して [検索（Find）]を選択します。または、[検索（Find）]を選択して
すべての電話機を表示します。

ステップ 3 デバイス名を選択して、そのデバイスの [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウを開きま
す。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]領域までスクロールします。

ステップ 5 アクセスを有効にするには、[Webアクセス（Web Access）]ドロップダウンリストで、[有効
（Enabled）]を選択します。

ステップ 6 アクセスを無効にするには、[Webアクセス（Web Access）]ドロップダウンリストで、[無効
（Disabled）]を選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

ソフトキーテンプレートの設定
Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して、最大 18のソフトキーを電話機で
サポートされているアプリケーションに関連付けることができます。CiscoUnifiedCommunications
Managerでは、Standard Userおよび Standard Featureというソフトキーテンプレートがサポートさ
れています。

ソフトキーをサポートするアプリケーションには、関連付けられた標準ソフトキーテンプレート

が 1つ以上あります。標準ソフトキーテンプレートを変更するには、コピーしてリネームしてか
ら、新しいテンプレートを更新します。非標準のソフトキーテンプレートも修正できます。

[ソフトキーの制御（Softkey Control）]パラメータは、電話機のソフトキーが機能管理ポリシーと
ソフトキーテンプレート機能のどちらによって制御されるかどうかを示します。 [ソフトキーの
制御（Softkey Control）]パラメータは必須入力フィールドです。

デフォルトは、[機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]です。

この機能の設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』
の「Softkey Template Configuration」の章および『Cisco Unified Communications Manager System
Guide』の「Softkey Template」の章を参照してください。

Cisco IP Phoneは、Cisco Unified Communications Managerの管理の [ソフトキーテンプレートの設
定（SoftkeyTemplateConfiguration）]で設定可能なすべてのソフトキーをサポートしているわけで
はありません。 Cisco Unified Communications Managerでは、管理ポリシー設定によって一部のソ
フトキーを有効/無効にできます。次の表に、機能およびソフトキーテンプレートで設定可能な
ソフトキー、および Cisco IP Phoneでのサポートの有無を示します。
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Cisco Unified CommunicationsManagerでは、ソフトキーテンプレートに任意のソフトキーを設
定できますが、サポートされていないソフトキーは、電話機に表示されません。

（注）

表 7：設定可能なソフトキー

注記ソフトキーとして

サポート

[ソフトキーテンプ
レートの設定（Softkey
Template
Configuration）] で設定
可能なソフトキー

機能

—はい応答（Answer）応答

—はい折返し（CallBack）折り返し

電話機は [不在転送（Forwardall）]
または [不在オフ（Forward off）]
を表示。

はい不在転送（cfwdAll）すべてのコール

の転送

—はいパーク（Park）コールパーク

—はいピック（Pickup）コールピック

アップ（Call
Pickup）

C割り込みは、Cisco Unified
Communications Managerの会議ブ
リッジを使用します。ソフトキー

ラベルはマージです。

はい会議への割り込み

（Merge）
C割り込み

会議は専用ボタンです。はい会議（Confrn）会議

電話機は [詳細の表示（Show
detail）]と表示。

はい参加者（ConfList）会議リスト

電話機は [拒否（Decline）]と表
示。

はい即転送（iDivert）転送

サイレントをプログラム可能な回

線ボタンまたはソフトキーとして

設定します。

はいサイレント（DND）サイレント

—はい終了（EndCall）終了
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注記ソフトキーとして

サポート

[ソフトキーテンプ
レートの設定（Softkey
Template
Configuration）] で設定
可能なソフトキー

機能

—はいGピック（GPickUp）グループピック

アップ

保留は専用ボタンです。はい保留（Hold）保留

ハントグループは、プログラム可

能な回線ボタンとして設定しま

す。

はいハント（HLog）ハントグループ

—いいえ参加（Join）参加

迷惑呼 IDをプログラム可能な機
能ボタンまたはソフトキーとして

設定します。

はい迷惑呼 ID（MCID）迷惑呼 ID

—はいミートミー

（MeetMe）
ミートミー

モバイルコネクトをソフトキーと

して設定します。

はいモビリティ

（Mobility）
モバイルコネク

ト

—はい発信（NewCall）発信（New
Call）

—はい他 Grp（oPickup）その他のピック

アップ

—いいえキューステータス

（Queue Status）
キュー統計情報

のPLKサポート

品質レポートツールをプログラム

可能な機能ボタンまたはソフト

キーとして設定します。

はい品質レポートツール

（QRT）
品質レポート

ツール

—はいリダイヤル（Redial）リダイヤル

—いいえ会議の最後の参加者の

削除（Remove）
会議の最後の参

加者の削除

—はい復帰（Resume）復帰
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注記ソフトキーとして

サポート

[ソフトキーテンプ
レートの設定（Softkey
Template
Configuration）] で設定
可能なソフトキー

機能

—いいえ選択（Select）選択

電話機には、[スピードダイヤル
（SpeedDial）]と表示されます。

はい短縮（AbbrDial）スピードダイヤ

ル

転送は専用ボタンです。はい転送（Trfr）転送

—いいえビデオ（VidMode）ビデオモード

コマンド

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理で、次のいずれかのウィンドウを選択してください。

•ソフトキーテンプレートを設定するには、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device
Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]を選択します。

•ソフトキーテンプレートを電話機に割り当てるには、[デバイス（Device）]> [電話（Phone）]
を選択し、[ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]フィールドを設定します。

ステップ 2 変更内容を保存します。

RTP/sRTP ポート範囲のセットアップ
SIPプロファイルでリアルタイム転送プロトコル（RTP）およびセキュアリアルタイム転送プロ
トコル（sRTP）のポートの値を設定します。 RTPおよび sRTPポートの値の範囲は 2048～ 65535
で、デフォルト範囲は 16384～ 32764です。RTPおよび sRTPポート範囲内のポート値の一部は、
他の電話サービスに指定されています。これらのポートは RTPおよび SRTP用に設定できませ
ん。

詳細については、『CiscoUnified CommunicationsManager AdministrationGuide』の「Common phone
profile setup」の章を参照してください。
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手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]の
順に選択します。

ステップ 2 使用する検索条件を選択し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 変更するプロファイルを選択します。

ステップ 4 ポート範囲の開始と終了を含むように [開始メディアポート（Start Media Port）]および [終了メ
ディアポート（Stop Media Port）]を設定します。
次のリストでは、他の電話サービスに使用されるため、RTPおよび SRTPで利用できない UDP
ポートを判別します。

ポート 4051

ピアファームウェア共有（PFS）機能に使用される

ポート 5060

UDPを介した SIPに使用される

ポート 49152～ 53247

ローカルエフェメラルポートに使用される

ポート 53248～ 65535

VxCシングルトンネル VPN機能に使用される

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

TLS 再開タイマーのセットアップ
TLSセッション再開は、認証プロセス全体を繰り返さずに TLSセッションを再開できるようにし
ます。 TLS接続のデータ交換にかかる時間を大幅に短縮できます。

電話機はTLSセッションをサポートしていますが、すべてのTLSセッションがTLS再開をサポー
トするとは限りません。次に、さまざまなセッションと TLS再開のサポートについて説明しま
す。

• SIPシグナリングの TLSセッション：再開をサポートします

• HTTPSクライアント：再開をサポートします

• CAPF：再開をサポートします

• TVS：再開をサポートします
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• EAP-TLS：再開をサポートしません

• EAP-FAST：再開をサポートしません

• VPNクライアント：再開をサポートしません

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』を参照してくださ
い。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 [TLS再開タイマー（TLS Resumption Timer）]パラメータを設定します。
タイマーの範囲は 0～ 3600秒です。デフォルト値は 3600です。フィールドが 0に設定された場
合は、 TLSセッション再開はディセーブルです。

音声ポートとビデオポートの範囲設定
音声およびビデオトラフィックは、Quality of Service（QoS）向上のため異なるRTPポート範囲に
送信できます。

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]の次のフィール
ドで、ポート範囲を制御します。

•オーディオポート（Audio ports）

◦開始メディアポート（Start Media Port）（デフォルト：16384）

◦終了メディアポート（Stop Media Port）（デフォルト：32766）

•ビデオポート

◦開始ビデオ RTPポート（Start Video RTP Port）

◦終了ビデオ RTPポート（Stop Video RTP Port）

ビデオポートのフィールドの設定では、次のルールが適用されます。

[開始ビデオRTPポート（Start Video RTP Port）]と [終了ビデオRTPポート（Stop Video RTP Port）]
が設定されると、電話機はビデオトラフィックにビデオポート範囲内のポートを使用します。

音声トラフィックはメディアポートを使用します。

音声ポートとビデオポートの範囲が重複すると、重複したポートは、音声トラフィックとビデオ

トラフィックの両方を伝送します。ビデオポート範囲が正しく設定されていない場合、電話機は

音声トラフィックとビデオトラフィックの両方に設定された音声ポートを使用します。
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詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』を参照してくださ
い。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイス
の設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 音声ポート範囲の [開始メディアポート（Start Media Port）]および [終了メディアポート（Stop
Media Port）]フィールドを設定します。
音声ポートは、ポート 16384～ 32766を使用するように設定できます。

ステップ 3 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 4 次のウィンドウのいずれかを選択します。

• [システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] > [電話の設定（Phone Configuration）]

ステップ 5 [開始ビデオRTPポート（Start VideoRTPPort）]と [終了ビデオRTPポート（StopVideoRTPPort）]
を必要なポート範囲に設定します。

ビデオポートのフィールドの設定では、次のルールが適用されます。

•各フィールドは、2048～ 65535の数字である必要があります。

• [終了ビデオ RTPポート（Stop Video RTP Port）]フィールドの値は [開始ビデオ RTPポート
（Start Video RTP Port）]フィールドの値より大きくする必要があります。

• [開始ビデオ RTPポート（Start Video RTP Port）]フィールドと [終了ビデオ RTPポート（Stop
Video RTP Port）]フィールドの差は 16以上である必要があります。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

Cisco IP Manager Assistant のセットアップ
Cisco IP Manager Assistant（IPMA）は、コールルーティングやその他電話管理機能を提供し、マ
ネージャおよびアシスタントがより効果的に電話の対応をできるよう支援します。

Cisco Unified CommunicationsManagerにユーザがアクセスする前に、IPMAサービスが設定されて
いる必要があります。 IPMA設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
Administration Guide』と『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』を参
照してください。

IPMAには、3種類の主要コンポーネントがあります。
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マネージャ（Manager）

マネージャとは、着信コールがルーティングサービスによって代行受信されるユーザのこ

とです。

アシスタント

アシスタントは、マネージャに代わってそのコールに応対するユーザです。

Assistant Console

アシスタントコンソールとは、アシスタントが使用するデスクトップアプリケーションで、

タスクを実行し、ほとんどの機能の管理を行います。

プロキシ回線サポートと共有回線サポートの 2つのオペレーションモードをサポートしていま
す。どちらのモードも、マネージャ用の回線ごとに複数のコールをサポートしています。 IPMA
サービスは、クラスタ内でプロキシ回線サポートと共有回線サポートの両方をサポートしていま

す。

共有回線モードでは、マネージャとアシスタントが電話番号を共有し、コールは共有回線で対応

されます。共有回線でコールが受信されると、マネージャの電話機およびアシスタントの電話機

の両方が鳴ります。共有回線モードは、デフォルトのアシスタント選択、Assistant Watch、コー
ルフィルタリング、および DivertAllはサポートされません。

共用回線モードで Cisco IPMAを設定すると、マネージャとアシスタントは電話番号を共有しま
す。ここでは例として、1701とします。アシスタントは共用電話番号でマネージャのコールを処
理します。マネージャが電話番号 1701でコールを受信した場合、マネージャの電話機およびア
シスタントの電話機の両方が鳴ります。

共用回線モードでは、デフォルトのアシスタント選択、AssistantWatch、コールフィルタリング、
および DivertAllを含め、すべての IPMA機能が使用できるわけではありません。アシスタント
は、アシスタントコンソールアプリケーションでこれらの機能を確認したり、アクセスすること

はできません。アシスタントの電話機には、DivertAll機能用のソフトキーがついていません。マ
ネージャの電話機には、AssistantWatch、コール代行受信、DivertAll機能用のソフトキーがついて
いません。

ユーザデバイスの共有回線のサポートにアクセスするためには、Cisco Unified Communications
Manager Administrationを使用して、Cisco IPManager Assistantサービスを設定し、開始する必要が
あります。

共用回線サポートの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration
Guide』、「Configure CUCM Assistant with shared line support」の章を参照してください。

プロキシ回線モードでは、アシスタントがプロキシ番号を使用してマネージャに代わってコール

の対応をします。プロキシ回線モードにより、すべての IPMA機能がサポートされます。

プロキシ回線モードでCisco IPMAを設定する場合、マネージャとアシスタントは電話番号を共有
しません。アシスタントは、プロキシ番号を使用して、マネージャへのコールを処理します。プ

ロキシ番号は、マネージャの電話番号ではありませんが、システムによって選択された代替番号

であり、アシスタントがマネージャのコールを処理するために使用します。プロキシ回線モード

では、マネージャとアシスタントに IPMAで使用できるすべての機能へのアクセスが与えられま
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す。これには、デフォルトでのアシスタント選択、Assistant Watch、コールフィルタリング、お
よび DivertAllが含まれます。

ユーザデバイスのプロキシ回線のサポートにアクセスするためには、CiscoUnifiedCommunications
Manager Administrationを使用して、Cisco IPManager Assistantサービスを設定し、開始する必要が
あります。

プロキシ回線サポートの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration
Guide』、「Configure Cisco Unified Communications Manager Assistant with proxy line support」の章
を参照してください。

IPMA機能は、ソフトキーおよび電話サービスによってアクセスされます。ソフトキーテンプ
レートは、Cisco Unified Communications Managerで設定されます。 IPMAは次の標準ソフトキー
テンプレートをサポートします。

標準マネージャ

プロキシモードのマネージャをサポートします。

標準共有モードマネージャ

共有モードのマネージャをサポートします。

標準アシスタント

プロキシまたは共有モードでアシスタントをサポートします。

次の表に、ソフトキーテンプレートで使用できるソフトキーについて説明します。

表 8：IPMA ソフトキー

説明コール状態ソフトキー

事前設定されたターゲットに選

択したコールを転送します。

Ringing、Connected、OnHoldリダイレクト（Redirect）

コールをアシスタントの電話機

からマネージャの電話機に転送

し、自動応答します。

すべての状態代行受信（Intercept）

アシスタントが処理している

コールの状態を確認します。

すべての状態モニタ（Set Watch）

選択されたコールをマネージャ

のボイスメールにリダイレク

トします。

Ringing、Connected、OnHoldVM転送（TransVM）

マネージャにルーティングされ

たすべてのコールを事前設定さ

れたターゲットに転送します。

すべての状態全て転送（Divert All）
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[代行受信（Intercept）]、[モニタ（Set Watch）]、[全て転送（Divert All）]は、プロキシ回線
モードでマネージャの電話機にのみ設定するようにします。

（注）

次の手順は、必要な手順の概要です。手順の詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services Guide』の「CUCM Assistant with proxy line support」および「CUCM
Assistant with shared line support」を参照してください。

手順

ステップ 1 電話機とユーザを設定します。

ステップ 2 電話機をユーザに関連付けます。

ステップ 3 [サービスアクティベーション（Service Activation）]ウィンドウで Cisco IP Manager Assistantサー
ビスを有効にします。

ステップ 4 システム管理パラメータを設定します。

ステップ 5 必要に応じて、IPMAクラスタ全体のサービスパラメータを設定します。

ステップ 6 （任意） ユーザ CAPFプロファイルを設定します。

ステップ 7 （任意） セキュリティの IPMAサービスパラメータを設定します。

ステップ 8 IPMAサービスを停止し、再起動します。

ステップ 9 ソフトキーテンプレートを含む、電話パラメータ、マネージャ、補助設定を設定します。

ステップ 10 Cisco Unified Communications Manager Assistantアプリケーションを設定します。

ステップ 11 ダイヤルルールを設定します。

ステップ 12 アシスタントコントロールアプリケーションをインストールします。

ステップ 13 マネージャアプリケーションとアシスタントコンソールアプリケーションを設定します。

Visual Voicemail のセットアップ
ビジュアルボイスメールは、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]から、すべてのCisco IP Phoneまたは個別ユーザまたはユーザグループに設定さ
れます。

設定情報については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/visual-voicemail/
model.htmlで Ciscoビジュアルボイスメールのマニュアルを参照してください。

（注）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定
（Device Settings）] > [電話サービス（Phone Services）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択し、ビジュアルボイスメールの新しいサービスを作成します。

ステップ 3 [IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services Configuration）]ウィンドウで、各フィールドに次の
情報を入力します。

• [サービス名（Service Name）]。 Bigeasy_VisualVoicemailを入力します。

• [ASCIIサービス名（ASCII Service Name）]。 Bigeasy_VisualVoicemailを入力します。

• [サービス URL（Service URL）]。 Application:Cisco/VisualVoiceMailとして入力します。

• [サービスカテゴリ（Service Category）]。プルダウンメニューから [XMLサービス（XML
Service）]を選択します。

• [サービスタイプ（Service Type）]。プルダウンメニューから [メッセージ（Messages）]を
選択します。

ステップ 4 [有効（Enable）]をチェックし、[保存（Save）]をクリックします。
[エンタープライズ登録（Enterprise Subscription）]はチェックしないでくださ
い。

（注）

ステップ 5 [サービスパラメータ情報（Service Parameter Information）]ウィンドウで、[新規パラメータ（New
Parameter）]をクリックし、各フィールドに次の情報を入力します。

• [パラメータ名（Parameter Name）]。 voicemail_serverを入力します。

• [パラメータ表示名（Parameter Display Name）]。 voicemail_serverを入力します。

• [デフォルト値（Default Value）]。プライマリ Unityサーバのホスト名を入力します。

• [パラメータの説明（Parameter Description）]

ステップ 6 [パラメータは必須（Parameter is Required）]をオンにして、[保存（Save）]をクリックします。
[パラメータはパスワード（コンテンツをマスクする）（Parameter is a Password (mask
contents)）]はチェックしないでください。

（注）

ステップ 7 ウィンドウを閉じ、[Phoneサービスの設定（Phone Services Configuration）]ウィンドウで [保存
（Save）]をもう一度選択します。

特定ユーザのビジュアルボイスメールのセットアップ

特定のユーザにビジュアルボイスメールを設定する場合は、次の手順を使用します。
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設定情報については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/visual-voicemail/
model.htmlで Ciscoビジュアルボイスメールのマニュアルを参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 目的のユーザに関連付けられているデバイスを選択します。

ステップ 3 [関連リンク（RelatedLinks）]ドロップダウンで、[サービスの登録/登録解除（Subscribe/Unsubscribe
Services）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 4 作成したVisualVoiceMailサービスを選択し、[次へ（Next）] > [登録（Subscribe）]を選択します。

ユーザグループのビジュアルボイスメールのセットアップ

複数の Cisco IP Phoneを一括で Cisco Unified Communications Managerにビジュアルボイスメール
が登録された状態で追加するには、各電話機テンプレートで、電話機タイプに応じたBATツール
で電話機テンプレートを作成します。 Visual Voicemailサービス、登録、電話を挿入するテンプ
レートを使用します。

詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/visual-voicemail/model.html
を参照してください。

インテリジェントプロキシミティの有効化

この手順は、Bluetooth対応の電話機のみに適用されます。 Cisco IP Phone 8811、8841、および
8851NRは Bluetoothをサポートしていません。

（注）

インテリジェントプロキシミティを使用することで、ユーザのモバイルデバイスやタブレットで

電話機の音響特性を利用できるようになります。ユーザは Bluetoothを使用してモバイルデバイ
スやタブレットを電話機にペアリングします。

モバイルデバイスがペアリングされると、ユーザは電話機でモバイルコールの発信および受信が

できるようになります。タブレットを使用する場合、タブレットから電話機に音声をルーティン

グできます。

複数のモバイルデバイス、タブレット、Bluetoothヘッドセットを電話機にぺリングできます。た
だし、同時に接続できるのは 1つのデバイスと 1つのヘッドセットのみです。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、[電話（Phone）] > [デバイス（Device）] を選択
します。

ステップ 2 変更する電話機を特定します。

ステップ 3 [Bluetooth]フィールドを [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 4 [Bluetoothによるモバイルハンズフリーモードを許可（Allow Bluetooth Mobile Handsfree Mode）]
フィールドを [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 5 変更を保存し、電話機に適用します。

複数ライン同時通話（Join Across Lines）機能および回線
間転送（Transfer Across Lines）機能の管理

複数ライン同時通話（JAL）機能では、ユーザが（異なる電話番号、または同じ電話番号で異な
るパーティション）の複数の電話回線のコールに参加して会議を作成することができます。回線

間転送（TAL）機能では、ユーザが1つの確立済みコールを（異なる電話回線または同じ回線の）
別の確立済みコールに転送することができます。 JALおよびTALの機能を無効化すると、ユーザ
が誤ってコールに参加したり、コールを転送することを防止できます。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理で、次のいずれかのウィンドウを選択してください。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

• [システム（System）] > [エンタープライズ電話（Enterprise Phone）]

複数のウィンドウにパラメータを設定した場合、優先順位は次のとおりです。

1 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

2 [デバイス（Device）]> [デバイスの設定（DeviceSettings）]> [共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]

3 [システム（System）] > [エンタープライズ電話（Enterprise Phone）]

ステップ 2 必要に応じて、電話機を特定します。

ステップ 3 [参加および直接転送ポリシー（Join and Direct Transfer Policy）]フィールドで次の設定のいずれか
を選択します。
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[同一回線、回線全体で有効（Same line, across line enable）]（デフォルト）•

• [同一回線で有効（Same line enable）]

• [同一回線、回線全体で無効（Same, across line disable）]

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

コンピュータからのビデオのセットアップ
コンピュータによるビデオのサポート機能によって、コンピュータが電話機に接続されている場

合、コンピュータでビデオを送信または受信できます。詳細については、『Cisco Unified
CommunicationsManager AdministrationGuide』および『CiscoUnified CommunicationsManager System
Guide』の「Understanding Video Telephony」の章を参照してください。

デフォルトでは、[コンピュータからのビデオ（Video through Computer）]オプションは無効化
されています。

（注）

ユーザは [設定（Preferences）]メニューで [コンピュータからのビデオ（Video throughComputer）]
オプションを有効化または無効化できます。 [コンピュータからのビデオ（Video on Computer）]
オプションが有効化されている場合：

•ビデオ機能を使う：ビデオは PCで受信および表示され、電話機に音声が維持されます。

•ビデオ機能を使わない：ビデオは、電話機にも PCにも表示されません。

この機能は、SCCPまたは SIPプロトコルに依存します。 SIPファームウェアを使用する IP Phone
はビデオを送信せずにビデオを受信できます。SCCPファームウェアを使用する IP Phoneはビデ
オを個別に送受信できません。

電話機は、PCで最初のネットワークインターフェイスカード（NIC1）に物理的に接続されて
いる必要があります。

（注）

[コンピュータからのビデオ（Video through Computer）]を使用する場合、Windows 9.7(5)以降、
および Ciscoメディアサービスインターフェイス（MSI）の最新バージョンが必要です。ハード
ウェアとソフトウェアの要件のリストについては、『Cisco Jabber forWindows 9.7(5) ReleaseNotes』
またはそれ以降のバージョンのリリースノートを参照してください。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 ビデオ機能のオプションをイネーブルにします。

ビデオ送信解像度のセットアップ
Cisco IP Phone 8845および 8865は、次のビデオ形式をサポートしています。

• 720p（1280x720）

• WVGA（800x480）

• 360p（640x360）

• 240p（432x240）

• VGA（640 x 480）

• CIF（352 X 288）

• SIF（352x240）

• QCIF（176x144）

表 9：Cisco Unified IP Phone 8845 および 8865 のビデオ送信解像度と機能

ビデオビットレート範

囲

フレーム/秒（fps）ビデオ解像度ビデオのタイプ

1360～ 2500 kbps301280 x 720720p

790～ 1359 kbps151280 x 720720p

660～ 789 kbps30800 X 480WVGA

350～ 399 kbps15800 X 480WVGA

400～ 659 kbps30640 x 360360p

210～ 349 kbps15640 x 360360p

180～ 209 kbps30432 x 240240p

64～ 179 kbps15432 x 240240p
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ビデオビットレート範

囲

フレーム/秒（fps）ビデオ解像度ビデオのタイプ

520～ 1500 kbps30640 X 480VGA

280～ 519 kbps15640 X 480VGA

200～ 279 kbps30352 x 288CIF

120～ 199 kbps15352 x 288CIF

200～ 279 kbps30352 X 240SIF

120～ 199 kbps15352 X 240SIF

94～ 119 kbps30176 x 144QCIF

64～ 93 kbps15176 x 144QCIF
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